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上 兼城山と御殿遺跡 粕川村中之沢字湯の口、御殿、大旗一帯に   

は、宇通遺跡をはじめとして、平安時代の集落遺跡が多く確認さ   

れている。9世紀の後半代に赤城山の山岳地帯への集落の積極的   

な進出がみられるのだ。粕川村に隣接する宮城村や新里村でも同   

様の傾向がうかがえる。  

下 BH5号住居出土の「鏡」鋳型15片程の細片で出土したが、   

概ね三砧部分と鈴部分とに別けられる。本遺跡出土例からは三錨   

部分と鈴部分とは、一体の鋳型ではなく、別々に鋳られ、接合さ   

れた可能性が考えられる。   



序にかえて   

抑Il村は、赤城山の両麓に閃けた村です。村の北職は、  

赤城両のカルデラ壁まで延びております。そして、そこ  

から、赤城山11I頂の小沼を水源とする岬十の河川、州川  

が流れ満ちているのです。この赤城山と赤城山を水源と  

する粕川は、古代から近世にかけて、赤城l川南麓の広い  

地域にわたって、農業と沸潮水に牒は）る信仰の対象と  

なっておりました。その片鱗は今でも、月什l近戸神朴の  

『お川降り』の神訴に見ることができます。   

今回、発掘調査を行った「御殿遇跡」は、赤城神社西  

宮の元何地として推定されてきたところの一／勺にありま  

す。この道跡からは、糾文崎代早前期の遺物包含屑や平  

安時代前期の班落と特殊な密教に関わる法具を製作した  

工房址が発見されました。まさに、この「御殿」の地が、  

赤城l1l信仰の発祥の地といえるかともノ払われます。   

本鞘哲書は、前楠土地改良事務所から調査の委託を受  

けた粕川村教育委員会が平成5年度に発掘調査を実施  

し、平成6年度に整理作業を行った成果であります。こ  

の報告漕が、多くの方に浦川され、少しでも斯学に矧献  

することができれば幸に存じます。   

最後に、 発掘調杏ならびに紫理作業を通じてご指導、  

ご協力をいただいた榔馬県前楠土地改良車務所の閻イ系者  

の皆様、相関係各課をはじめ関係各位、並びに調査に協  

力いただいた作業員の方々に感謝巾し上げて序といたし  

ます。  

平成7咋3月  

粕川村数市委員会  

教育長i■t 下 辰 男   



1．木曽は平成5年度県営広域営農団地農道整備事業赤城両虎2期地区埋蔵文化財ダ鮒離周査委託事業「御殿遺跡」   

の発掘調査報告書である。  

2．「御殿遺跡」は群馬県勢多郡榔Il村大字巾之沢字御殿369－1番地他に所在する。追跡略称はX3である。  

3．発掘朋悉は平成5年7月20Elより平成6年3月25目まで実施した。   

また、整理部業及び本書の作成は5l三成6年7月5日より平成7年3月201三ほで行った。  

4．発掘朋亜は平成5年度前楠土地改良事務所からの委託金で実施した。   

また、整難事業は、平成6年度前桶土地改良事務所の委託金で行った。  

5．調査組織は次のとおりである。   

事務局   

教 育 長  真下辰男   

社会教育課長  松村京大   

調 査 担 当   

社会文化係長  小島純一   

主  任  梅沢克典  

6．本書の作成は小島が編妹、執筆、遺構写真を担当し、遺物写真は其下泰男（抑Il村サンフォト）による。なお、   

本肖の作成には以下のものが参加した。   

庶務担当  笠原嘉子  過物接合復元 ［回嶋あぐり   

遺物実測及びレイアウト  吉沢てい子 鈴木幸子 武井洋子 松村寿江 飯尾みゆき 石川葉子  

7．発掘調査により出ニヒした遺物及び本沓掲朝遺物については、すべて邪りIl村出土文化財管理センターで保管管理  

している。  

8．刑桐臓から光則作業にかけて、下記の方々からご指導、ご助言を賜った。記して感謝申し上げます。   
、 

石坂茂 五引順 仙咽 今泉棚 番彦 棚健 坂口一  矧二彦  
Q  

時校 務 能登 健 原 雅伸 樋口昇一 細野高伯  前原 豊 11＿l下歳信  



凡  

1．本書の挿図で使用する方位は真北である。  

2．本書で使用した地形図は下記のとおりである。  

図1国土地理院20万分の1「宇都宮」  

図3 国土地理院2．5万分の1「鼻毛石」  

3．本書の遺構図、遺物図の縮尺は下記のとおりである。  

住居址平面図 1／80  

電 平 面 図 1／40  

土  機 1／40  

土  着詩 1／31／41／6  

石  器 1／31／4   

なお、それぞれに、スケールを添付した。  

4．土器観察表及び挿図の番号は、挿図ごとの通し番号とし、遺物取上番号   

も付した。  

5．挿図内のアミ表記は以下のとおりである。  

平 面 図  浅間B悼石（AsB）  

焼土  

石  

地山  

遺物実測図  石器（磨製部分）  

土器（合繊維）  

‡、こ÷ミ  

杉％ク％   
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1 調査の経過  

3 検出された遺  
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Ⅴ．縄文時代の遮構と遺物  
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1 土  器  

2 石  器  

VIl．ま と め  3
 
 
2
 
 
3
 
 
5
 
 

1
 
 
1
 
 
1
 
 
1
 
 
 

1縄文時代包含層内の遺物分布について  

2 BH－5号住居地上の鋳型について  

3 山間地平安時代集落の成立  

挿  図  

遺構実測図  

出土遺物実測図  

遺物観察表 土器  

写真図版  

付  図  
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図2′1制式糾文期二日購実測図  

御殿遺跡基本土屑図  図25 西l丸槻文則包含J削＝」1遺物桁掛図ト   ‥ 38  
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御殿遺跡遺物包含層遺物出土概念図………… H  
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1ぢ・溝実測図・山二1二道物実測図……………… 22  

1号据立柱建物実測堰い出土迫物実測l窒1  

（折り込み）  

図151汀Ⅰ一5号住拒＝11二l二糾型実測憧……………… 25  
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写 真   

御殿遺跡遠景（東より）  

酉区基本二1∴層  

束区基本土屑  

御殿遺跡全景（東より）  

酉区調査状況  

大浦の肌査  

大浦全景  

BIⅠ－1号住居全景  

1うⅠⅠ－1号住居土停川l鴻1状況  

ⅠうIlI－1号住屈遺物のJ＝」二：1犬況  

BIⅠ－2号住居全景  

1汀Ⅰ－2号什居侶部分二＝伸粧隈状況  

BIⅠ－2号住ノ那駅l；分詳錮  

BIⅠ一3号住居全景  

BIⅠ－3号住居棺部分詳糾  

BIⅠ－4号住居全景  

AIⅠ－1号住居全景  

AIⅠ－1号住屈柁剖退物州ニト状況  

西区完掘状況（西より）  

ⅠうJ－1号住屈全景（火より）  

BJ－1一号住居造物＝二l状況  

Ⅰり－1号住居地床炉  

西区包含掴遺物出土状況（南東より）  

西区包含屑迫物出土状況  

包含屑下郡で検～二f†されたIi．丁2号土雌  

包含層下部で検州されたⅠうJ1号土雌  

Ⅰり－4号二l二城土層耶楷状況  

1iH－5号住居全寮  

「銑」銚理川吐こ状況  

BIⅠ－5号住屈二I二層堆梢状朝  

BI一Ⅰ－5せ住屈二L屑堆積状況  

CIⅠ一1号住居全景  

ⅠうⅠⅠ－6号什居遺物J二1性状況  

ⅠうⅠ一Ⅰ－6号住屈全景（北より）  

CI－Ⅰ一1号住居土層粧梢状況  

東区西端の造成段（北より）  

造成段上のト号据立柱建1勿  

ⅠうⅠⅠ－7号住屈遺物山二巨l人況  

BIⅠ－7せ住居遺物山二巨1人況（部分）  

ⅠうⅠ－Ⅰ一7iヨ十津川＝1央敷物状抜化物断面  

卜l次  

4 ⅠうⅠト7号住居全景  

5 1うⅠ・ト7号住居和郎遺物出土状況  

（ilうⅠト7号住居二Ⅰ二桐堆積状況  

1）L．12 1火区発掘状況（束より）  

2 ⅠうⅠⅠ－1・2号土城  

3 東lズ糾文包含桐遺物JLl土状況  

4 1汀Ⅰ－1号二11雌土層堆積状況  

5 Ⅰ‖Ⅰ一1号土棚全景  

（i二束l式糾文包含旧川戸下層式二日侶出土状況  

1）Ⅰノ．13 AIⅠ一1、ⅠうⅠⅠ－1・2・3号住抑11上道物  

1）Ⅰノ．1∠1Ⅰ‖Ⅰ一5・6・7号住居出土遺物  

1〕Ⅰ．．151汁Ⅰ【5号住ノ刑I仁ヒ「鏡」鋳・型  

1）Ⅰノ．16ⅠうⅠⅠ一5号住ノ出＝」二l，鏡」鋳型  

Ⅰ）Ⅰノ．17Ⅰり1号住ノさ川しL迫物（土損）  

1）L．18 Ⅰう．丁1号住居山士道物（右裾）  

1）Ⅰノ．19 拙真也含層出土土淵（草創期・一甲▲期）1  

1）Iノ．20 西lメ包含同山二】二二川罠（JjJ・期）1  

1）L．21西l久也含層出土土邪（早期）1  

1）IJ．22 西区包含屑出二1∴二川持（早期沈経文）  

1〕Iノ．23 西l天包含層出土二川持（早期・条痕文）  

1）lノ．241叫区包含肘出二l∴二川持（早期・前〕紺  

1）1．．25 ■両区包含旧J1HJ上郡（了）掴j）  

1）I」．26 t矧区包含層Jll土土岩腑）掴j）  

1）lJ．27 西区也含帆I1土土拙（†Ⅲ州  

1）Ⅰノ．28 桝lズ包含八判li土二l二岩持（前期）  

1）rJ．29 拙去包含炉＝1二i土土淵（中期）  

1）Ⅰノ．30 東区包含帆Li土土岩罠（輩創期・前期）  

1）L．31東区包含層州土土湘（草創期・早期・叫晰  

1）lJ．32 東区包含肘出土土淵（早期）  

1）l」．33 東区包含≠川i土土鼎（早期）  

1）lノ．34 如l天包創附l†土土拙（早期擦痕）  

1）IJ．35 束lズ包含剛二li土土器（早期沈線文）  

1）Ⅰノ．36 東区也含旧JLi土二1∴岩㍑（早期沈線文）  

1）1ノ．37 東l天包含J削1二1土土岩岸（り期絡条体圧痕・発根  

文）  

1）lノ．38 東区包含屑出土二1∴㍊㍑（り期条痕文）  

1）Ⅰノ．39 東区包含㈹出土土拙（早期条痕文）  

1）Ⅰノ．40 束区包含≠川i土土湘（1ト1・期条痕文）  

1）I」．41東区包合拙LH二二l∴岩持（り期条痕文）  

1〕1ノ．42 束l塞包含ノ糾LH二土与尉（早期末～前期初軸）   
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PL．43 東区包含層出土土器（前期）  

PL．44 西区包含層出土石器（石鍬・石匙・石錐・ビュ  

ス・エスキーユ・削器他）  

PL．45 西区包含層出土石器（片面加工石器・礫器・磨  

製石斧他）  

PL．46 西区包含層出土石器（三角錐形石習・石斧他）  

PL．47 西区包含層出土石器（削器）  

PL．48 西区包含層出土石器（磨石・凹石）  

PL．49 東区包含層（石斧）・西区包含層（極すり石）  

PL．50 東区包含層出土石器（石鍛・石錐・片面加工石  

器・磨製石斧）  

PL．51東区包含層出土石器（へら状石器・石斧・削  

岩詩・礫器）  

PL．52 東区包含層出土石器（削器）  

PL．53 東区包含層出土石老練（削器）  

PL．54 東区包含層出土石器（磨石・極すり石）   
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図l御殿追跡の位置（20方舟の  



発掘調査の経緯   

調査予定地の保安林解除が可能であり、平成4年度中  

に試掘調査を実施してもらいたい旨の話があった。そ  

れを受けて平成5年1月26日より2月10日まで、粕川  

村教育委員会が試掘調査を実施した。   

その結果、縄文時代早・前期の遺物包含層及び平安  

時代の集落址の存在が明かとなった。教育委員会では、  

その結果を平成5年3月3日付けで前橋土地改良事業  

所に報告するとともに、文化庁宛、遺跡の発見届を提  

出した。その後の調整段階では、発掘調査は平成5年  

度中に終了すること、調査終了後出土品の整理報告書  

の作成を行うこと、費用については、発掘調査及びそ  

の後に行われる整理作業に係る費用は群馬県の負担と  

すること、整理費用については発掘調査終了後別途積  

算すること等が取り決められた。   

教育委員会では同年5月24日付けで、調査計画書等  

を提出し、7月19日付けで、前橋土地改良事業所と粕   

御殿遺跡の発掘調査は、県営広域営農団地農道（以  

下広域農道）整備事業赤城南寛2期地区建設に係る埋  

蔵文化財緊急発掘調査事業として実施した。   

広域農道整備事業は、赤城相関越自動車道赤城イン  

ターチェンジから新里村を結ぶ、農道整備事業である。  

赤城村から北橘、富士見、前橋、大胡までを赤城南農  

地区、宮城、粕川を通り、新里村までを赤城南麓2期  

地区として、昭和61年から平成8年を完成目標として  

事業着手された。   

現在の国道353号線より100㍍以上高標高地を通過し  

て行く山岳道路でもある。工事は地区内を蚕食状に進  

められ、粕川村内は平成4年度に一部工事着手が計画  

されていた。   

平成3年に、村土地改良課より、埋蔵文化財の有無  

の照会が有り、平成3年8月9日に前橋土地改良事業  

所、県文化財保護課、村土地改良課、同教育委員会の  



御殿遺跡の位置   ⅠⅠ   

ところで、昭和40年、中之沢字大猿にある宇通遺跡  

が群馬大学尾崎喜左雄によって調査された。その折、  

地元の好事家によって赤城神社の元宮地として推定さ  

れたことがある湯ノロ周辺にも注目することとなり、  

今泉家裏で礎石建物と考えられる礎石群を確認した。  

尾崎は、調査中の宇通遺跡との関連を指摘し、この湯  

ノロ周辺を宇通遺跡焼失後の退転先として推定した。  

しかし、残念なことに、その後、湯ノロ周辺は、詳細  

な調査を受けることなく、昭和53年からシクラメン団  

地として造成されてしまった。ただし、今回調査を行っ  

た、御殿地区はこの開発からは免れ、現況をよく留め  

ていた。  

注 宇通遺跡はその後、昭和59年虔より平成2年度まで粕川村  

数育委員会が調査を行った。調査では、15棟の礎石建物址や多  
くの竪穴住居が検出され、9世紀後半から10世紀後半にかけて  
の山岳寺院址であることが明かになった。  

御殿遺跡は、粕川村の北部大字中之沢字御殿に所在  

する。遺跡のある大字「中之沢」地区は、昭和36年に  

大字「室沢」から分離して新しい行政区としてスター  

トした。粕川村では最も北部に位置し、標高400㍍付近  

から赤城山のカルデラ壁下までの地域を占める。地形  

上は大部分が山地形にあたる地域である。   

遺跡は、宮城村村境から東へ約2鷲で、標高450㍍付  

近を東西に走る国道353号線から1き綜程北へ入った「湯  

の口湧水」の湧出口の周辺に発見された。通称シクラ  

メン団地と呼ばれる湯ノロ地区の北に隣接している。  

遺跡地は、赤城山の中腹で、急峻な山地形が、丘陵性  

地形へと変わる地形の変換点に位置している。調査対  

象域は「湯ノロ湧水」から流れ出る少河川によって開  

析された谷地を挟んで東西両斜面地で、そこから遺構  

及び遺物が検出出土した。周辺の状況から、今回の調  

査対象地外にも遺構の存在が予想された。  

図3 御殿遺跡と周辺の遺跡（3l′250分のり   

2  



発掘調査の概要  1Il  

を導入した。   

遺構検J二l雄「三業は表土掘削とさIZ行して進め、8ノ」19日  

より西区の平安時代の竪穴住居Ⅰ‖▼Ⅰ一1号住居から精  

査を開始した。また、匹‖真東端iで、踏み分け迫とはわ  

れた部分が人二1二的に造られた大溝であることが明かと  

なり、調香を行った。この別の調査は、重機を導入す  

ることが不可能であったため、すべて人力で行った。  

束区の精査は（）月27日より始めた。   

糾文時代の遺構、包含肘の朋査は、10月27l二Ⅰより、  

一部平安期遺構の調査と岡崎平行に調査を進めた。匹i  

区の包含屑、火l式包含層と順次調査を進め、平成6年  

2月7［＝こは西l亘で純文時代前側川＝項筆のBJ－1号住  

居を検∫】ルた。   

途中、Ⅰ汁Ⅰ－5号住居J．li」∴の鋳型が、特異なもので  

あったため、文化女子大香取忠彦先生、奈良国立博物  

鮎坂川宗彦先生等の現地指導をお願いした。   

全ての発掘作業が終了したのは、平成6咋2月2引≡l  

で、その後、山土過物の水洗注記作業を3月251≡ほで  

行った。発仙馴査参加人員は延べ2，198人、調査面積は  

2，200Il12であった。  

1 調査の経過  

調査に先立ち、発紬＝ズを谷地を挟んで、西区と東l亘  

と総称することとした。また、国家鯉増さ卿X系、X＝  

53小10．00、Y＝－56080．00を基線として、4×小㍍グ  

リットを設定して行った。呼称は100×100㍍単位のグ  

リットを人グリットA～Cとし、そのIllを、向北方I〆り  

をアルファベットa～y、東西方向を1～25の小グリッ  

トとし、北西偶の杭を小ブリットの名称とした。   

発掘調査は、大型重機の搬入出川道路の碓保、調査  

地内に故旧された倒木の除去等の作業からl川始し、平  

成5咋7月27t‡はゝら8月21±ほで要した。発掘区は湧  

水による小河川で東西に分けられ、しかも、急斜耐地  

なため、大型蛮機の往来が不可能であった。そのため、  

回送作業等予想以上に手関取った。表二LⅧ綱川も同様で、  

大型クローラなどを秋川し効率良く作業を進めるべく  

努力したが、8月10日より241≡ほで要した。   

朋査は、平安期の遺構を調査した後、拙文時代の追  

納及び包含層の調査という順序ではじめた。遺構検山、  

梢査、遺物収り上げ、写黄掘影、実測作業を効率良く  

進め、極力外部委託ができる業種については外部委託  

3 検出された追構  

発掘調査によって検出された遺構は、平安時代9軒、  

州立柱建物1桃、二1二城5基、糾文略代竪穴住居1軒、  

土塀2基、迫物包含層700111？であった。  

2 基本土層  

御殿遺跡の基本土層は、Ⅰ旧表土腐食二1二、ⅠⅠ層黒色  

二L．、‖‖再2次唯横ローム質二1二、IV層淡色棋ボクニ】二、Ⅴ  

屑褐仏土、Vl層以下ローム層である。（図H）赤城l1」南  

部地域の一般的な土層耶酌を示す。ただし束区の低地  

部分では、11J屑以下のローム層しトりこ礫を含み2次堆桔  

となっている。   

遺構の椰認耐、遺物の出土旧位は平安期がⅠ層黒色  

土から1V屑淡色黒ボク土上耐、純文時代の遺構の確認  

耐はV肘褐色土からⅤ帽ローム層上面である。縄文時  

代の包含桐はⅠ＼「層淡色班ボク土からⅤ桝褐色土下耐こ  

かけてであり、縄文中期から草創期までの迫物がJll土  

した。包含憎内の各‖判射別の州土傾向は中期の遺物が  

上位で検州されたほかは、前期前三lたから草創期の遺物  

が脱在している。縄文l甘代のJl1士道物の屑肘「勺な分離  

は困難であった。  

束 区  

Ⅰノ＝さi（；1．りn】11  

Ⅰ．＝ごiう（）．（相111  

図4 御殿遺跡基本土層図  

．？   



平安時代の遺構と遺物  ⅠⅤ   

川い、抱全休が良く焼けていた。l甘郡から土師湘班14（図  

11）がH二1∴した。，   

遺物 須恵損坪2点、須恵器蓋1点、須恵郡長頸茄  

1ノよし二川相浦冶付き椀2ノ∴し二川瑠巨4点が川⊥した。  

また、犯周辺床面から鉄粋が川土した。   

備考 壁用溝は北辺、叫辺に碓認された。北1瑚抑こ  

は大型のl川礫が2点縦位閏におかれていた。貯蔵穴、  

杜穴は検川されなかった。  

BH－3号住居（図12、1）IJ．5・13）   

形状 西区の尾根頂上部に位置している。1iJ－1  

号住居の一郎を切って構築されている。東西辺長2．88  

㍍で、南北辺の長さは不明であるが横長長ノブ形を呈す  

るものと旭われる。壁はほぼ涌頑二に立ち上がり、兜高  

は碓認両から0．51㍍である。   

面積 7．77111？ 方位 N－1090一丁ミ   

床面 やや軟質である。   

竃址 火辺やや南よりに、礫および甘色粧二l∴を用い  

て構築されている。火床面はよく焼けていた。   

遺物 狛此拙不2ノよし川Ll点、土師肘不1ノ∴く、小形  

鯉2点、鯉3貢がJli土している。いずれも床面東上の  

ものである。須恵湘坪一打1は試掘時に氾．卜から州二1二  

したものである。   

備考 床面には炭化物が認められた。住屈理め土は  

1州頂な層位をなさず、自然唯机とは考えられない。周  

溝、杖穴は検川されなかった。  

BH－4号住居（図10、1）1ノ．5・13）   

形状 西l身の両向き斜面地甜酎立に位置している。  

東西辺の長さは不明であるが、南北辺長2．8∠1f完である。  

全体の形状は不鮮明で、壁は北西隅で立ち上がりをつ  

かめるが、仙は不l抑僚である。   

面積 不明  方位 不明   

床面 不l州瞭 竃址 不lリ」   

遺物 須甑淵蓋1点カi埋め土小より出土している。   

備考 貯蔵穴、周消、柱穴は検川されなかった。一  

応住居としておく。  

BH－5号住居（図15・16、1）Ⅰノ．8・9・‖・15・16）   

形状 東区の最も西で、湧水に臨み、小規模な造成  

段上にイ立椚している。1号州立粧糾勿に隣接する。東  

西辺長3．別㍍、両北辺長3．3稲㍍の枕長長方形を呈する。  

壁はほぼ垂直にう一ブニち上がり、裡商ほ確認面から（）」う鋸㍍   

両区では、尾根頂削及びその周辺から5軒の竪穴什  

居を検山した。束区では湧水脇の低地から西向き斜面  

にかけて車軒の竪穴住用を検出した。湧水脇では人Jtl  

杓な追成段が1段認められ、その段▼l二に竪穴住居と掘  

立杵建物が並立して検州された。また、当該期の二卜雌  

5基を検出している。  

AH－1号住居（図8、1）IJ．5・13）   

形状 発掘区の最も1抑こ位置している。，東西辺艮l．  

（）∠1釆㍍、南北辺長1．6′1㍍の縦長長方形を占1する。壁は垂  

直に立ち＿tlがり、碓認面からの壁南は（）∴う2㍍である。   

面積 3．291112  方位 N【8lOⅠ工   

床面 やや軟質である。   

竃址 東辺南よりにあり、焼土等は認められなかっ  

た。何棟と土帥肘不8（l巽18、1）L．1ニう）が出土している。   

遺物 灰糾の高台付き椀は埋め二卜内、土「晰脱坪2点  

は床1軒上より仕上1二している。   

備考 壁用溝、柱穴、貯職穴は検川されなかった。  

BH－1号住居（図9、1）Ⅰノ．4・13）   

形状 東西辺長2．72㍍、南北辺長3．購㍍の横長長方  

形を屋する。住屈は東向き斜面地に造られているため、  

壁は1叫が高く、火が低い。壁高はプl去も深い部分で（）．7（う  

㍍である。   

面積 8．5211f  方位 N－8∠1D－1く   

床面 堅い貼り床状である。   

竃址 西辺中火やや何よりに少最の牡l二と礫がまと  

まって検川された。恍ニー二、灰旧等は認められなかった。   

遺物 土師料不二う点、土師拙攻1点力用1ニヒしている。  

いずれも床面垣上のものである。また、訊裾調査l附こ  

須旭肌坪1が出土した。   

備考 北辺から北西隅、四辺にかけて仰かに壁川溝  

が柵徹された。柱穴は検川されなかった。  

BH－2号住居（図11、1）I」．4・13）   

形状 東西辺長4．鳩㍍、両北辺長3．3鋸㍍の縦長長方  

形を与ける。南向き傾斜地に造られているため、壁は  

北側が最も良く残り、両壁は浅い。胱の込t／二ち上がりは  

垂直に立ち上がる。購高は最も深い部分で柵認面より  

0．8∠1で㍍である。   

面積13．44111？ 方位 N－520－1工   

床面 ゼ糾明iり床状である。   

竃址 東辺中火に造られている（）焚きllに大型礫を  

・／  



ずれも矧ノ」及び床■l甘由上のものである。   

備考 仙．・＝」火に衝径1㍍和の「里1ラの炭化物の災申  

箇所が検川された。炭化物の厚さは薄く、遺訓犬憾も  

悪く、嗣み物等の識別は不可能であった。貯就穴、州  

別、柱穴は検出されなかった。  

B区1号掘立柱建物（図1∠1、1）LlO）   

形状 東区の湧水に臨み、幅4㍍柑の平場を作糾し  

ている。斜面地と平場では0．3㍍前後の段差があり、段  

差は1捌こ行くに従い低くなる。1汗Ⅰ一5号住居の北に  

隣接している。ノブ3聞の裾立柱建物跡と考えられるが  

柱間等不I州原である。住関は1）itA－C間3．76で㍍、C【」〕  

閃3．銅㍍、Ⅰ〕一Ⅰ叩j2．92㍍、F－A間∠1．1鋸㍍である。   

同一平仙rlFに、掘立柱建物と竪穴住居とが隣接して  

俳存する例は宇通遺跡班尾根土地区にある。   

遺物 裾ゴ／二柱建物内の規め二l二小から土師Ⅷけ不1点、  

梁2点、須榔紺不1点、椀1点が出土している。   

備考Il1火には値径0．8㍍柑で、焼土、炭化物、白色  

粘土等の班申する部分があった。  

BH－1号土鳩（図21、Ⅰ）Ⅰノ．12）   

形状 東l大の南平坦面にある。1号掘立柱建物が立  

つ、5IⅧ川lはり1段上位の両にあたる。平’l址形は上向  

ではやや椚鉢状に開き、上面での直径は1藩㍍和、下面  

では1．2㍍粧のH形を呈する」確認面までの探さは、最  

も深い部分で0．∠13㍍である。抹面は堅く叩き締め状で  

ある。迫物は全くJl二l土しなかった。   

備考 埋め」二小には浅間Ⅰう峠石が認められ、底面に  

は、炭化物、焼二卜塊が認められた。  

BH－2号土鳩（図21、1）L．12）   

形状 東区の梢さl工坦耐にある。1号土機に北に樟附  

する。檀径1㍍粧の円形で、探さは確認面から0．31㍍  

である。遺物の山二1二はなかった。   

備考 埋め二Ⅰ二■l＝一には多罪：の炭化物を含んでいた（）  

BH－3号土鳩（図21、Ⅰ）L．12）   

形状 東区の最も低い湧水に落ち込む西向き斜面に  

ある。5号住居のl捌こあたる。長軸1．37㍍、短制札68  

㍍の桁州lラで、深さは確認涌から0．55㍍である。迫物  

のノll土はなかった（，   

備考 桝め二l∴小には炭化物、焼」二を多く含んでいた。）  

BH－4号土鳩順121、1）Ⅰノ．12）   

形状 火区のノ淀も低い湧水に落ち込む西向き斜面に  

ある。3号二L堀の北にあたる。長軸1．62㍍、鰍仙1．18  

㍍の楕l二L川ラで、深さは碓認面から0．5郎㍍である。迫物  

の川土はなかった。  

．う   

である。   

面積‡）．～）611f  方位 N－1060【Ⅰ工   

床面 堅い叩き締め状である。   

竃址 東辺やや南よりに氾状の掘り込みがあるが、  

壁は全く焼けていない。また、桃土肘や灰屑も認めら  

れなかった。土層観察からは2次的な据摘Lの可胎」竺卜も  

考えられる。但し、焚き口部分には仰かな掘り込みが  

あり、焼二卜、灰、木炭片、鋳型ノー1■■が集小して山二l二した。  

鍛治炉の可胎性が考えられる。   

遺物 二＝帥淵1点、鉛淵15点が床■l仲南着の状態で川  

二l二した。また、埋め二Lソトから鉄端2山がけLLした。   

備考 北東lギ附こ人動大の礫を4側杖ったl矧い状の追  

捕があった。壁周溝は、北辺に認められた（，貯蔵穴、  

柱穴は検＝されなかった。什居埋め二卜は八仰Itをなさず、  

人為的に－・度に埋められた可胎l！l三も考えられる。  

BH－6号住居（図19、1）Ⅰ．．9・14）   

形状 杓向き斜軒曲射こ椚築される。束斜巾、南斜面  

側の壁のみ明瞭であるが、東側の把は不≠である。ま  

た、北側も調査備囲外のため判らない。壁苗は祖師で  

柵認両から0．95㍍であり、垂直に立ち上がる。造成段  

とも考えられる。   

面積 不明  方位 不明   

床面 欺欝で不明暁。   

竃址 住即1＝1央に焼土の集中部分が2カ所あった。   

遺物 土師脚不1点、高台付き椀3点、鯉こう点、須  

恵満潮‖点、灰紬尉柚一豆卜点が出土している。また、  

損得の言圭‡かれた坪3点がいずれも破片で川土している。  

迫物はいずれも床面より浮いた状態で川二卜した。   

備考 束壁より0．7㍍鮒れ、浅い壁用研が欄瀧できた。  

周沖－fは幅0．3鋸㍍、深さ0．15㍍捏で、この用溝を墳とし  

て住居の沫両に0．2㍍粧の段差をもっている。杜穴はりj  

瞭なものは検出されなかったが、l卜火に浅いピットが  

検／1Iされた。  

BH－7号住居（図17・18、1）Ⅰノ．11・1′1）   

形状 西l「りき斜面地に構築されている。東西辺長2．  

5㍍、南北辺長3．56㍍の不整長方形を呈する。壁は東側  

で明l酔で、垂直に立ち上がる。壁高はIJ㍍である。   

面積11．881112  方位 N－83．5㌣1ミ   

床面Ⅰ堅し川l］き締め状である（，   

竃址 来辺中火やや両側に礫及び仁卜色粘土を川いて  

構築される。内部は亦く焼けていた。   

遺物 土師器高台付き椀l点、梁8点、小型高台付  

き吐1点、須恵器J不1点、椀7ノ弐が川二1二している。い  



備考 埋め土1いには炭化物、焼土を多く含んでいた。  

BH－5号土鳩（図21、1）丁ノ．12）   

形状 束区の最も低い湧水に落ち込む西向き斜面に  

ある。1号据立住建物の西にあたる。直径0．鋸講至のH  

形で、探さは確恐面からn．30㍍である。遺物のJ1上1∴は  

なかった。，  

備考 理め土中には多最に炭化物を含んでいた。  

東区1号溝（図13、1）1ノ．3）   

形1大 西区の東端の斜面に検出された。発掘前は浅  

い1りl地で、山へ入る道となっており、道の束は傾斜が  

急に強くなっていた。地形的に不自然であったため、  

トレンチを打ったところ、人工的な研が検Jlはれた。   

検出された溝は、発掘区の北端から始まり、南に延  

び、発仙‖河南鮎で谷に向かって東に直角に折れる。断  

醐†引封賄賂研状で上幅2．6～3月㍍、下幅0．28～l．0㍍、  

探さ1．20～1．80㍍である。溝の東端は僅かな平坦面が  

ありそこで．1ト．まる。   

遺物 州め二1∴lいから土師拙片、机文士私情‘が混在し  

て出土した。   

備考 埋め土l」川こは、浅川H願石（As－Ⅰう）純層は確  

認できなかった。しかし、桝め土中に含まれるテフラ  

分析は行わなかった。そのため、満の構築1削捌こつい  

て、麒極的にAs－Ⅰ弓以降とはいえず、時期不明としてお  

く。  

縄又時代の遺構と遺物  

西区、尾根頂上部に竪穴住居1抑、同東l「りき斜面で  

2基の二1二城を検出した（，  

B」－1号住居（図22・23、Ⅰ）Ⅰノ．6・17・18）   

形状Ⅰ汗Ⅰ－3号住居に一部を切られている。東西  

辺長2 ．′18㍍、南北辺長5．1′1手㍍の長和1ラを墨する。壁は  

垂頑：に立ち上がり、把高は0．37㍍である。   

面積19．5411f  方位 N－6′10－－1へr   

床面 堅い叩き締め状である。   

炉土止 北中央に長軸0．64釆㍍、短軸I10．53㍍の地床炉で、  

石JllL（図23－7）が立位で据えられていた。班」二はあ  

まり助著ではない。   

遺物 山士道物は少なく、床面に貼り付いた状態で、  

（図22－－1・4・6・10）が出二1二した。また、石船は  

大王抑1jり淵（図23－2）等が壁に密着の状態でJLl二1二した。   

備考 住居東壁に土嫌が1基検f1はれた。土雌はi已1：  

径0．（う2㍍の円形で、深さは（）．24㍍であった。上面に人  

頭人の安し圧榔轢が入っていた。また、住屈中火の、桝  

め二川l、珠面より15茅ン程浮いた位関で、厚さ3妄ン柑の  

焼土屑が碓認された。川溝、柱穴は検川されなかった。  

本住居の時期は、出土迫物が少ないが、床面‖u二の遺  

物から本道跡l′lll肝二l二拙、純文時代前期後半の黒浜式期  

にあたる。  

B」－1号土塀（図24、1）Ⅰノ．7）   

形状 州ズの東向き斜面で、湧水の沢へと落ち込ん  

でいく落ち際に検出された。ⅠうJ－2号土雌と弛んで  

検出された。長州長1．10㍍、規制l長0月㍍の不正lt」形で  

ある。壁はほぼ垂直に立ち．上がり、深さは、確認面か  

0．3㍍である。   

遺物 州め二l二l二I二はり糾文士据の細片が～Ll上した。ま  

た、二l二雌の碓認面の上は厚い純文早・前期の包含層と  

なっており、l冥】28－－8等の土轟が土鳩の確認面上面か  

ら出土している。  

B」－2号土塀（図24、PL．7）   

形状 西区の東l句き斜耐で、湧水の沢へと落ち込ん  

でいく満ちl掛こ検出された。IiJ－1号土鳩の火に並  

んで検Jf1された。平面形は長軸長0．94宇；、姐触尉＝協  

の不正＝形である。壁は怖かにオーバーハングする。  

探さは、砧摘帥甘から0，∠13㍍である。   

遺物 埋め⊥申より純文士拙の細片が出二f∴した。  

ⅠうJ1，2号二卜雌の所属＝判別は、埋め土の状態や上  

而の包含椚の状態から糾文時代前期後半以前のものと  

考えられる。   

〃  



包含層上旧二の遺物   VI   

東西両1真の包含旧出土の縄文二t二湘1，285点の‖判別仰  

の内訳は表1のようである。  

Ⅰ群 草創期終末期撚糸文系土器群（図25－1・2、  

l窒】33－1～（）、1）IJ．19・30）   

東西区合わせて10点が川二1二した。西区図25－1はほ  

ぼ完形に推定復元できた。文様は施文が浅く、l二1縁部  

周辺にわずかに縦方向の釧かな条痕様の文様が地文さ  

れる。一部に仰が見えるこ とから、原体Ⅰくが巻かれた  

里軸綺条体節1頗を回転させずに引きずった絡条体条  

痕文の土湘と考えられる。   

推定湘高22．3芸ン、仁1径1f）．鰐ンで砲弾形の損形を持ち、  

底部は小さな乳頭状の尖底となる。湘壁は比棟的灘く、  

外面は丁寧に調整されているが、内面の調姫は捌く、  

全体にゴツゴツした感がある。胎土には、輝石、片岩  

片等の混入が認められる。   

図25－2は、日縁郡端剤で棋かに外反し、口唇部は  

凸面状となる。原体RLの拙文が横位に川礪1i、口唇恥  

部に施文される。内外面」いこ丁寧な調光が施されるが、  

内面に引っ掻き傷状の擦痕がある。胎二l二には金雲母片、  

郷石等を含む。   

矧割紺3【1は、口縁都城片で、口唇部は棋かに外  

反する。原体は中軸絡条体第1剰で原体1段Ⅰそが巻か  

れる。赤褐色で内面は調整が糾い。   

同図－2は太い原体RIノを縦位に施文する。肋土は  

砂粒、輝石、長石を多く含み、内面は異色で調光は粗  

くザラザラした感がある。   

同図－3・4は条間が広く、仰が粗大な縄文が地文  

される。原体はⅠくⅠノが用いられる。胎土、焼成、狼面  

の調光ともに2によく似る。   

同図－5は印刷の広い、粗大な原体Rを川いた一里舶l  

絡条体第1榔が施文される。胎土は砂質で内面の調査  

は粗い。   

同図－6は掠休Ⅰそを用いた中軸絡条体第1敷である。  

胎土は精製され、赤褐色で内面は丁寧に調整される。   

同図－7・8はl＝l縁郡に沈線を1条巡らせるもので、  

川舶肛は無文となる。口唇鮎郡は丸い。7の胎土には片  

岩や赤褐色の鉱物粒を多衷に含む。   

同区ト1）は丸底状の尖底部である。水晶粒、督J斗粒  

を含む。  

7   

糾文‖封℃の包含層は、■西区は、1う111110－2～5ブリッ  

トを小心とする鶴岡と、束区では、Ⅰう01）一17～20ブリッ  

トを■い心とする師岡とに分けられる。この他に西区A  

ブリットで若干の迫物のJ11土をみた。   

西区の包含層中からJlH二した遺物総点数1，0∠12ノLそ  

の内二ll㍍持811点、右端は231点である。土岩持811点の内、  

拙文以外の土端点数は76点である。   

班区では、遺物総点数1，057点、そのl句二日胴821ノよし  

石肌は236点である。土附821点の内、糾文以外の二L灘  

点数は271ノ景である。   

1 土器  

来西両区の包含屑から川土した拙文土湘を、文様を  

基準として分類するとⅠ～IX肝に分けられる。  

Ⅰ群 草創期終末期撚糸文系土湘押  

ⅠⅠ群 早期前半擦痕文系土器群  

111粁 早期前半抑形文系二＝階群   

Ⅳ群 早期前半沈線文系二L与椚洋  

＼／群 与し期条痕文系土鵜沼   

Ⅴ津r 上江削緋文系二1二船脚   

Vll相 中期終末～前期前半繊維縄文系二l二鵜沼   

川群 前期後半竹竹文系土岩田伴  

IX群lい期土湘押  

削lい  

期 ノ期  その仙  

そ
の
他
¶
…
…
…
…
 
 

、→文＿．．、  

表1 包含八判＝」1二Ⅰ二層時期別内訳嚢  



H群 早期前半擦痕文系土器群 胆】2（十2′1～27、図  

二う∠1－－2二う～36、1）Ⅰノ．19・3∠1）   

症西Iズ合わせて28点が川二l∴した。西区図2：うー2′1～27、  

火区区34－一一－23～36は、いずれも外巾に桝ノJ向のハケで  

掃いたような擦痕がみとめられ、内面は丁寧に調整さ  

れる。他の文様は認められない。胎ニヒむ火道で、長イf、  

輝イ＝常；を多く含む。  

＝群 早期前半押形文系土器群（図25一一3～35、図  

261～21、図ニi3【lr）～37、図3小1～17、l）l．．2（）・21・  

32・二うこう）   

東西医合わせて‡）6点が川二l二しているが、ほとんど山  

形jltり惨文が地文されたもので、3人■ヱのみ格子廿押形文  

が地文されたものがJ什Lした。杓1明神形文はl点凍な  

い。   

図25【3、図33－1（）は廿縁部に構位施成その‾卜に縦  

位に‥川ヲ州形文が施されたものである。   

図33【11は縦位地文は空自郡を持つ冊状施又となる（，  

州帥こも同様な地文が行われる。   

図25－3は空白部を拍たず、繚接施又となる。   

同図′l～6、図33－12はl1縁部から縦位のみの肝1人  

地文となる。   

図25－8、図33－1こう～17は横位の伸l人地文となる。  

l封2（ト・19～21は格子llの川形文の施又されたもので  

ある。同図19、20は列点状の格子Il、21は刃川り的な斜  

格子である。   

胎土は精製され、輝石や片岩等を含み埋緻なものと、  

砂粒を多く含み、軟賀■なものとがある。色誹代、亦褐  

也系と淡褐色系とに分かれる。  

Ⅰ＼7群 早期前半沈綿文系土器群（図2（ト2（）～∠13、図  

27－1～3、図35、図：うG1～27Ⅰ）1」．22・31・二う5・36）   

沈紬でγ行線や斜線が施又されるものと、さI克行沈練  

やそのl川にべン先状に尖った竹管状の二l∴貝を川いて列  

点や連続爪形文様の文様、あるいは日放腹緑文が充塀  

されるものがある。沈紬の太さも太いものと、鮒く絨  

糾なものとに2分される。胎土は精製され、榔石や長  

石（甘色鉱物粒）を含むものが多い。よ1、～也鉱物粒（川  

l黒石か）を含むものもある。繊維は含まない。色調は、  

赤褐色系のものと淡典褐色系のものとがある。   

図35－1は胴部中畑の大型破片で、【卜部はやや太い  

へら状⊥具による削偶の空くざっくりした押し引き状  

の沈紬が允墳される。その＿1∴位に糾い沈紬で平行線が  

．ヾ  

3条程地文され、れ上がりの平行斜線が引かれる。衷  

’両は丁寧に調整されている。胎二Lには長石粧や郷手ほ  

多く含む。太い主I三行沈紬の施又や胎土は45・購と共通  

する。   

図35－2～川・15～3∩は拙い沈緑で平行組が数条描  

かれるものである。   

匪135－2～（iは数条の平行沈紬の下に沈練による平  

行斜線を交ノ／：に交差させている。   

同区＝～）も同様な文様構成を揺るが、沈紬が太く、Y  

行斜線が綾木封犬になる。   

日刊封Gは二、円守沈耕を数条引きその上から平行沈棚を  

垂下させている。il縁郡は川動状で小さな突起を持つ。   

同図5は浅い三Iと行沈紬を垂下させている。小型の」二  

器である。   

同図】2は二ゝl′二行沈練に端‡郡の丸い棒状二】∴艮による列点  

が充堪されるもので波拙二1繚となる。  

l司図1ニいぃ1も波状lニト緑となるが文様はへら状ニー二具に  

よる辿続爪形文や連続刺突文が施文される。同図11は  

l二1層郡にも刺突が施される。   

図2（トニi7・朋、図36Ⅳ－12は平行矧什＝こ貝殻腹縁文を  

充嘱したものである。図2G・－29は州かな条狼文の地文  

の上にH赦腹縁による沈練が一地文され、ll唇端部裏面  

には貝殻復縁の抑さえ痕が残る。   

図3（ト27は乳房状の尖底部破片である。表面は丁寧  

なミガキが施され、胎二Ⅰ二は精選され、輝石を含む。  

図271・2は同一仙体と比け〕れる。湘形はl「I縁削が  

外反し、胴守宮用lくに厄州1を持つ。文様は、浅い条痕文  

を地文として、紬背き沈線と卜里lラ刺突、伯＝…部にヘラ  

帆てl二共による辿統刺突、その▼卜部に、平行沈緑で弧線  

を描－iきへラ状二1∴員による連続刺突文を充填している。  

Ⅳ肝としたがⅥ押3耕土㍍封こ分期される可弛性もある。  

V群 早期縄文系土器群  

1類 表裏縄文地文土器（図26－22・2：う、図  

こう∠1－19～221）Ⅰ．．H）・31）   

図26－22・23は内外耐に拙文が地文される土淵で、  

口縁部の内外面とl二1唇部に糾文が施文される。  

l契は6－22は内外而で撚りのことなる拙文頂休が似け）  

れる。外面ⅠノⅠく、口唇及び内1日はRLとなる。  

l封34一川は縦位の椙状施又となる。やはり内外面こ  

となる原体で地文される、外面はⅠミ1、内面IJl◆   

図26－2：うは外面は口唇宙下に無又帯を設け、その下  

にⅠノⅠミの糾文を施文し、内面にはlI層値下からⅠノlくの   



む。  

l司図20は、11屑からl二I縁削にかけて、斜位に絡条休  

を押し付ける。l＝】縁郡は外反する。内面にのみ条痕を  

施すが朋粟は糾い。繊維を俳かに含む。   

図2小一7は、口唇及びl二1縁部旭下に絡条休を施す。  

l二l緑部は乱紬′l勺にl川く。内面の調整は粗い。胎二1二には  

繊維は含まない。   

7類 条痕文のみ施されるもの（図27－6～24、図  

37－19、図38・：う9－1～4）   

図37－1〔）は、口唇からl二l縁鮎郡に櫛状工具の圧狼あ  

るいは短い綿糸休を斜イ立に施文し、以下胴部には柵か  

い条痕文を施す。内所にはll縁珊にのみ条痕文を施す。  

口縁郡はゆるやかな波状を成す。胎土には繊緋を僅か  

に含む。   

図377～18は、口緑部破什である。   

同l受17・Bは口層内耐を削ぎ、1ノ）修一となる粕徴的な  

ll縁郡を持つ。   

川噌l；破什では、文様に舅引≡ルた場合は、枇くざっく  

りした条痕文のものと条線状で鮒く細かいものとに分  

類される。また、地文方法に∃引主lした場合では、外面  

のみ施すものと内外耐ともに地文するものとに分けら  

れる。さらに、胎土での分願では繊維を含むものと含  

まないもの、什岩片を含むものと含まないもの等に分  

類できる。  

1′潤筆 早期終末～前期前半繊維縄文系土器群（l封  

281～23、1稟I2～）一1～28、図39－5／、川1）Ⅰノ．  

25～28・42・∠13上）   

条痕文系土附から供＝力式までを一肝とした。条痕文  

士㍍嗣こついては、ⅤⅠ群土器の胴部破片の一部は、1†1Ⅰ群  

となる呵胎性もある。   

図28－′1は、底部破片である。内外面及び底部外面底  

■l輌こ条痕文を施す。底部は小さな＿卜げ底となり、胴丁  

半部が丸みを冊びる。胎土には繊維を多く含む。   

図39－5・6は、貝殻背面圧痕文をもつもの。胎土  

には繊維を多く含む。   

図28－7は、尖底部破片である。ⅠミLの糾文を羽状  

に全面に施す。胎土には繊維を多く含む。  

l司図5・6は拙文が縦位地文された特徴的な土据で  

ある。紬文居り本は0段多条のⅠミⅠノを川いている。胎二l二  

には多寅の繊維を含む。  

（図28【8～23、図29－l～28、図39－8～18）は閻  

‥1式土湘を一括した。いずれも胎土には繊維を含む。  

リ   

拙文を1段施文している。  

l二傾こ1■附研酎ま、図26－22は、角頭状となるが、l巽134一川  

は肥厚する。胎土には繊維を含まない。  

1哀13′卜2（）～22は川昭肛破片である。内外直りいこLlミの  

拙文が施文される。  

Ⅵ群 早期条痕文系土器群（図27－4～2∠1、図  

こう（i－－28～3′1、図37・38、1）IJ．23・24・37～42）  

1類 微隆起線文が斜行するもの（図36－28・29）   

東区で2点宜H二している。条痕文は地文されず、微  

隆起線のみが施されるものである。胎」1には繊維を含  

まない。29は小型の土損である。   

2特 利突文を持つもの（図36－3∩～：吊）   

地文として条痕文を持つもの31～3dと持たないもの  

3nとに2分できる。   

図3（ト30は口唇部にヘラ状工具によるハの字状の刻  

みを粁ら、l1層廼二←卜からこう～4段の刺突文を巡らす。  

刺突は、草本頬の基を川いたものか。脈土には什岩、  

チャート片、長石什を多く含み、献毛状の繊維を含ん  

でいる。   

同図31～34は同一仙休か。条痕文を地文とし、その  

うえに、2本1単位の刺突が暮二1唇郡迫一卜より71塾以．l∴  

にわたって構走して施文される。l二1層郡にはヘラ状工  

具による刻み目をもち、ゆるやかな波状l1緑となるこ  

とも考えられる。胎土には片岩、ナ▼1′－卜、長石≠と  

金雲母粒を含む。   

3類 微隆起緑と円形刺突を持つもの（図27一′1、  

図：う7一－1～6）   

内外面に条痕文が施され、その上に微隆起線が斜行  

あるいは桝走し、その微降起線上にllJ形刺突文が地文  

される。胴部には屈曲を持つ。口唇劇的仙仙こ刻み日を  

持つもの（図37－1・2）やlニト唇部lい火がl甘面となる  

もの（図37－3・4）がある。   

5類 太い沈線による曲線が施文されるもの（l稟】  

27－－5）  

1点のみ出土している。外巾＝このみやや糾い条痕文  

が施されそのうえに太い平行沈線で仙線を描く（，胎土  

は拙速され、繊維等の郷人物を含まない。焼成も良好  

である。   

6類 緒条体圧痕文土器（図37－20・21）   

図3∠卜21は、胴部破片である。絡条休が2段にわたっ  

て植付二の施文される。内面には条痕が施される。胎二1二  

には組紺を保かに含み、仁l也、半透明鉱物粒を多く含  



机上柵の貼付文を持つものは東西区で各1ノよくずつ川  

二l∴している。   

図28－10は胴上半郡の破片で、縦長の粘二l二痛を貼るー，   

図3（）一9はコンパス文の上に円形の粘二l∴痛を貼付す  

る。   

図28【8は胴部下部の大型破片で、介両に組紺を施  

文し、半裁竹管によるさ】′：行沈細で迎統山ノ1ラ文を上下2  

～3段全周させている。  

1Fij図11～23は口縁部に三Il裁竹管によるl＝暢文や射】ラ  

文を施文する。   

同図11は平行洗練と「Ⅵ】ラ11■管文を施す。   

同区用は波状口縁で肘＝い火に竹常による迎統縦線を  

全川させる。   

図2～）28はLIミの頂休を向後に施文することによっ  

て射1ラの文様を作りⅢしている。また、原体の端‡がl塞  

両文のような効果を目している。  

川群 前期後半竹管文系土器群（図3（ト川～18、Ⅰ）lノ．′13  

下）   

ノ．t、と浜式」二拙から諸磯、浮島式までを川l榔とした。   

山⊥点数は少ない。   

図39－21は半裁竹管による連続爪形又を地文したも  

の。   

同医134～36は貝殻腹縁による連続鋸南文を施したも  

の（）  

る。（図こう（う25・二う9・∠10）   

他は、勝坂、加曾利Ⅰて式二l二㍍持である。総て、州区か  

らのJ11土である。  

2 石湘  

西区では購点、東区では52ノさ、くの右端が出二！二したが、  

その内2点が剥片、砕片蜘である。2次加ユニのある剥  

片を含めて石肌と考えられるものは、総て図示した。  

石帯のJll二l二田位は、基本桐序第lV層であり、一師こは  

表探されたものも含んでいる。   

石鉱6点（1珂31－1・2、図40－1～4）、石絆2ノ真（  

（図31ニう、l封40－6）、石匙1ノま（図31－6）、ビュ  

ス・エスキーユ7点（図31【8～14）等さまざまな石  

損がまんべんなく出土している。（表2）特徴的な石岩持  

のJ」王1二は無い。）削器頗の州二卜が多く、スタンプ形右端  

は忍められない 。  

購製石斧  

⊂コ削 湘≡イr 紡ぎ∴，÷Ⅰく 芹‖州l轢 甘＝棚侶J匙  

三  

汀Ii・・     酢l・ ニ｛ 
イ：1調  

芸才ら芽て忘慧悍紳＝              ′′′′′′   ：：：：：ピェス彬  
エスニ1・－ユ  

」  lX群 中期土器群（図2（）－29～36、図こう（）・図39－25、  

39／）∠11、1）Ⅰノ．29・31）   

朝榔肝l三の結節をもつ拙文を縦位に地文したものが  

東区で3ノ封ll土している。，胎土には金雲母を含んでい  

□封＋岩∵≒≒ナヤー ト哉こ；三；［三≡紬…寺≡子  

杉～ク安l」ば†膵齢t州けく▲ 桐蛇枚方1；・  

衷2 包含八引」H二石湘組成表   

ノ〃  



ⅤⅠⅠ   

御殿遺跡の調査では、平安時代の迫構と糾文l蹄代の  

包含層等が寸剣t二lされ多くの遺物が出土した。そのll＝－で  

桃文時代の包含層の遺物分和こついて触れ、さらに特  

筆される「鍵」の鋳型の問題や御殿遺跡の平安集落の  

成立の問題にふれてまとめとしたい。  

1縄文時代包含層内の遺物分布について  

迫物の分布は谷よりの綬斜面地に集中する。（図6）  

西区で最も遺物の出土が多いⅠう1－1・1ユー一4ブリットは、  

急傾斜地にあって僅かに傾斜がゆるくなる部分である。  

東区では沢よりの頼も平坦な部分に集l二I二1する。また、  

そこは、包含層が最も厚く残る場所でもある。遺物の  

出土吊は、包含層の厚さに比例する。しかし、時期別  

にみると必ずしも包含層の層厚とは関イ系がない。（図4）  

なぜなら、西区では、前期・中期の遺物を比較的多く  

出ニヒしているのに対して、東区には中期の遺物は1点  

のみであり、前期の土器も少ない。1鞋期を掛こして追  

跡の選地傾向に差異があることが分かる。   

最も川二L点数の多い早期の二1二拙は、糾別ごとの分和  

をみても明陀如こ分祁を掛こする州別土湘の傾向は何え  

ない。また、包含層内の層位的な糾分は不可能であっ  

た。いずれにしても、本道跡の早期土拙粁は、赤城山  

南麓の山地地域における縄文時代早期土出押の好例と  

言えよう。   

2 ⅠうIi－5号住居J二l二i土の鋳型について  

住居珠面からまとまって出土した鋳型は、彿庶系の  

法員r‾鏡」の鋳型である。鋳型をもとに、山土した鉢  

型がすべて同一個体であるという前捉で、原型を縦走  

復元したものが図5である。管見する限りでは現存す  

る「鋏」には同沌のものは見当たらない。男休山山頂  

ナ11 遺跡出土の一群の「鏡」を古式とし、茨城県新治村山  

二＝弥型を新式とすると、古式と新式の［川桂川ラ式とも比し  

われる。ただし、御殿遺跡BI一Ⅰ一5執配剤＝土の鉢型  

はその共伴遺物から考えて、9世紀中葉から後半の年  

代が与えられよう。  

Ⅰ‖Ⅰ一5号住居の鋳型は住居亀状遺構前の檀径0．6  

㍍前後の浅い掘り込み及びその周辺から床耐密着ある  

いは一部が床耐にめり込む状態で山土した。浅い掘り  

＝
㊥
 
 

図5 御殿遺跡出土『鏡」推定復元図  

込み内には炭化物、焼土等が多く認めら、床面も焼け  

て亦化していた。ただし、鉄伴は全く出土しなかった。  

鋼渾は極小片が1点のみ盲認められた。鋳型はよく焼け  

ており、湯遺の周辺には胎土が熱のため発泡した部分  

もある。以上のことより、一応、ⅠうIl－5号住居は小  

規模ながら炉を持った、鍛治遺構としてとらえられよ  

う。   

ところで、これまでの密教法具の鋳型のfLl土例をみ  
汁Z  

ると、寺院跡との密接な関係が指摘される。ただし、  

法員関辿の鋳型をJ二ll⊥した遺跡はあまり多くはない。  

薩摩国分寺跡他数例報告されている。最近の例をみる  

と、徳島県大浦遺跡では錫杖や金剛杵などの密教法具  
ざ璽こ：！  

の鈷塑がまとまって出土している。また、群馬県では  

高崎市西島遺跡群5号住居から三鈷杵の鋳型が出土し  

ナ」l ている。いずれも、近接する地域あるいは遺構が寺城  

やそれに想定される地域内にある。高崎印西鳥遺跡群  
往5  

J二ll土例は、新保廃寺が想定されている寺域内にある。  

また、茨城県新儒郡新治村の「鏡」鋳型が採集されて  

いる藤沢地区も、古代末の寺院跡の密集地である。特  

に、この地域は「東園の化主」とよばれる、徳一開基  

の伝承を持つ寺の多い地域でもある。   

法具の鋳至拙」u二遺構と寺院あるいは何らかの宗教施  

設とは密接な関連があることが伺える。御殿遺跡例も  

〃   
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隣接する今泉家裏礎石群や、北方50畔㍍にある宇通遺跡  

との恍＝系を1▲分考慮する必要がある。   

また、「銚」が雅邦据故に係る法艮であり、男体lし川l  

頂遺跡から、まとまって6本の仙二J二例を見ている。三り  

休仙は「勝道上人」l洞山の伝承を持ち、赤城川lもまた  

「勝道－l∴人」開山の伝水を持つ。そして、赤城lt1両基  

地域やル■－■－】地方に残る伝説や説話のl川こもl三恍剖休山  
一il  

と赤城＝との関わりを説くものがある。r‾鋲Jをめぐ  

る問題は、赤城山信仰の成立という川題とも密接に関  

わりを持っている。今後の研究の献題である。   

3 ‥川り地平安時代張落の成立  

－サトとオクヤマの間【  

御殿追跡では糾文時代申創期末からl・ll期までの遺構  

と遺物、平安時代前期の竪穴住何が検州された。鋸文  

時代中期以降平安i牲代までの遺構は全く存在しない。  

伝統扶落地域とは圭一ヰなる第二次新川集落：地域の遺跡と  

いえる。   

検出された平安時代の7仰の竪穴什居は、その＝二Ⅰ∴  
；－こI  

迫物から、総て9■ll用L後半代（坂l二l編什1XX段附）に  

付削≠－けすることができる。また、竪穴住用・の形態iま、  

5住・G住を除いて、一般的な竪穴住居である。そこ  

から、川」二した遺物も5件の特殊な迫物（餌型）を除  

けばごく一般なJt性遇物であるといえる。御殿遺潮は、  

昭‖川棚こ限定されるものの一般的な平安情状灘落とい  

うことができる。また、御殿遺跡は、赤城山南胱のItt  

‖胴陣地、急斜面地という特殊な地理環境に立地する。  

しかし、追跡の立地を詳紬に見た場合、現在ではシク  

ラメントjけ他の造成により大きく改変されてはいるが、  

広い湿地〃が開ける場所であったという。それは、近  

世末にはじまるlい之沢の歴史のなかで寂初に人相がな  

されるのがこの御殿陽の口の地であったことからも伺  

える。御殿遺跡の立地する環境は、豊T…†な湧水を背㍍  

として、南に湿地が俳Jけている地フ1ラであり、水川耕作  

が可能な地域であるといえる。翻って、赤城川南就の  

株高5（朴㍍以上の地域を概観した場合、J淀も水＝耕作に  

過した地に立地していると言えよう 。lリ」かに、御殿追  

跡の・、tと安l甘代の集落は、水＝耕作を指向している。   

赤城‥l両独の山北地域のl拙発の過和は、すでに、新  

里村や掛川村の追跡の評細分イけ調査の成架から考察が  
ナi．8  

加えられている。それは、この地域の弥生時代から、  

TtT脚t、什じ、奈良・平安l粋代へ至る遺跡の分布を見た場  

合、時代が下がるにしたがって、遺跡数の増加傾l「iJと  

追跡の分和のi㌔一撒∵真南地、l川目地への拡大傾l「りが看取で  

きる。しかも、その南棟高地・‖‖川地への遺跡週計地  

は、必ず、水l旧甘耕地を指向している。御殿適職咤そ  

の好例として捉えられよう。しかし、反面、山問地二す  

なわちここでは赤城111の市棚苗、11購僻地【への兢落  

の拡大は、伝統雄藩地域のそれが面的な拡大とするな  

らば、点仙な拡散であるともいえる。また、水Il＝非作  

がイく可能な場所に立地する追跡も存在する。（図3）   

かつて、能登は水lfl耕作を背景とした里棲み集落地  

域とは別に、け一作を背景とした両棲み災落地域がある  

ことを明かにし、それぞれの地域には「サ＝ と「サ  

ト」の延長としての「ヤマ＿」－「サトヤマ」－と、それ  

とは隔絶された空間としての「オクヤマ」という2つ  

の「ヤマ」の概念を挺示した。亦城111南茄地域は、サ  

トとサトの延長、外縁部としてのサトヤマに該当する  

とされた。また、赤城山両灘地域に多く分布する大型  

炭窯に靖＝し、サトのおける第2次断l紬渠落が地域特  

性を清かして、新たな産業を定着させていくとともに、  
FiI  

‥州り也の甚業を規定して行ったともした。   

抑Il村地域では7■世紀後半代には、深津三ケ尻西追  

跡に代表されるたたら製鉄が開始される。また、8一世  

紀以降のタタラ製鉄址が亦城l1l南燕地域には多く分布  

する。同様にタタラ製鉄と不離の関係にある大型炭窯  

の分イけも濃厚である。宮城村では轢高370㍍に位け1亡する  

ガ見沢遺跡で、（トtl摘dlい葉の大ブウリ炭窯が2基検州され  
江川  

ている。ここに、新たなヤマの桝発が指向された製≠1  

の一つが考えられる。   

今のところ、赤城山南兼山削地への進上fiは、州】二紀  

中葉を渕らない。それは、これまで、粕川村や1・封成村  

の標高35り‡㍍以＿卜で碓認されている15箇所の遺跡のJli土  

迫物からり」らかである。弥生昭代以降省みられなかっ  

た亦城ll＝覇就の高梗高山削地への進出が9tl胤Il傑を  

契機として椚他l′伽こ開始され始めることとなる。）   

また、一方では、前述した現象として「銑」の以西11  

や宇通過跡として現れてくる両店仏教の台動という社  

会状況とも岬ノ心していることも考えられる。平安新仏  

放と奈良仏教との柵執の巾、各地に山岳修行の山や寺  

院がl川かれて行く。特に、赤城Il．楠蘭地域では、サト  

ヤマの拡大と、宗教的なタケとしてのヤマのl川発とが  

合致し、その結果、宇適遺跡や御殿遺跡が成立するこ  

ととなるのではないだろうか。これらの現象はまた、  

佗登が指摘するような9■世紀代の災落の小規模化や、  

10世紀後半における竪穴住居の椚共などの一連の▼■！け℃  

／．フ   



汀】l  

集落の変質に係わる問題をも内包していよう。今後の  

赤城山南鹿の商標高山間地道跡の調査の進展に期待が  

もたれる。  

注1 「廿光男体山」山頂遺跡発掘調査報告肖  

l】紺■138年l‡】光二矧＿い神社  

注2 杉山 洋「寺院付属の金属関係工房一梵釦及び金属工房  
など」 仏教美術148号  

注3l＿L一 興 滝山雄一「相島児大浦遺跡」  

日本考古学年報38号1987  

注4 巨拝島遺跡群（IV） 高崎捕文化財報告謝儀76集 高崎市  

教育委員会1987  
注5 大江正行「新保l］川l村前追跡出土瓦の検討」 新保田中  

村前遺跡IlI1993  

㈹）群馬県埋蔵文化財調査訴楽団  
注6 勢多郡誌 勢多郡託刊行会1958年  

注7 坂口 ー「奈良平安仲代の土器編年一任居の重複と共伴  

関係による土着諸型式組列の検討」  

脚伐異史研究241986  
往8 能登健他「新里村の追跡」新里村教育委貝会1984  

能登健他「粕川村の追跡」牙甜Il村教育委貝会1985  

能登健他「赤城山南戯における遺跡押研究」  

信磯35－4 1983  
注9 峯岸遺跡一里棲み集落の発掘調査一  

新盟村数育委員会1985  
能登健他「ヤマ櫻み躾落の出現とその背景」信濃37－4  

1985 4月  
能登健「新田町託第4巻」1984  

注10 宮城村教育委員会 細野高伯氏教示  

注11注9に同じ  

J4   
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．、＿．ノ  ーイ．1  

Ol．＝56Jl．60】11  
一 図8 AH－1号住居実測図．出土遺物実測図  

、ノ、＼  

l＋       l  
→－くこ＝：：フ∠「ト  

．  二・ ＼ ’ ■．J   
∴一、く・ノ▲′  

一㍍  BH－1号住居土層誠明  

■■         l    r＿＿．」‾‾‾■  
1屑 淡褐色了ヒ ド1）粒、八sC粒を含む。  
2屑 淡祐也二l■．口㌧一ムブ‖ツク、Iノーム枇、帆・l二枚を含む。  

二川7 ㌔．ち～也∴卜  庚化物粒を多く含む。  

川・ブ ザr褐也二l・．ローム粗を多く含む。  

211l  10c川  

1J＝5（i3．60111  図9  B H－1号住居実測図・出土遺物実測図  

・′ 一  

0 Ⅰノ＝55＝り‖1 2Ill  

図10 B H－4号住居実測区い出土遺物実測図  
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．  

O Iノ＝563．30Ill  Ⅰ．＝5G3．90111  1Ill  BH－2号住居土層説明   

＝習 て汲褐色二l二 やや砂銑   

2層メ．ち毛色」二 Ⅰ叩粒、As－1う粒を含む。   

3屑 淡褐色二仁 ノ＼s－1i屑   

′＝酎l屑褐色」ニ ローム粒、炭化物粒を含む。   

5朋 輩褐色二1ニ ローム質二し  

カマド部土層説明  
ハ桐 褐也二tニ  

1）層 状‡硝ま也二卜 机上質二l二。  

C屑 赤褐色土  焼二上層。  

（1屑 淡褐色ニト  ローム粒を含む。  

7  

10cl11  

図l【 B H－2号住居実測図・出土遺物実測図   

Jβ  



5嗣．8〔恒1  

0  1日  2Ill  

BH－3号住居土層脱明   
＝い子II削喝色・巨 衷二1二屑   

2‡ぐう 淡褐色二l■．ロームブロック、「トム粒、銀化物粧せ多く含む。   

こ川プ 褐色十． 炭化物を多く含む。  

カマド部土層睨明  
ハイp子 褐色土  

t）屑 淡硯也二l二  焼ニヒ粒、抜化物粕を含む。  

C屑 淡苗掲色t 焼ニ1二粒、抜化物粕を合む。  

（川一子 赤褐色二仁  焼土屑  

くフ  
l〔k【11   

図12 B H－3号住居実測図・出土遺物実測図   
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八’  

大潮土屑税明  
It‖′＼欄7  基本＿卜fp一審仇  

① 川色土 腐食ニ＝仇  

②  淡捏抽了卜 やや砂質。  

③ 決裁補色二上 ロームブーいソクを含む。盛り土。  

＝ぐ了 漆＝色巨  

2什j 盲射醐地，卜．  

3桐 山用地．上 ロームノロックを多く食む。  

1一＝551．M）l】1   

」＿．ヒ三ユ  
ノーノバ‾町rり・ノ、  

†
ト
†
 
 

ーイ．I（3）  

ぐ∴∵ノ∵ノ  
し ▲．．．．．．∴ノ ーイ・†（2）  

回131号満実測図・出土遺物実測図  
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図15 B H－5号住居出土鋳型実測図  
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1（）cl11   

⊂⊃ 一†．1（2）  

0  5clll  

′  BH－5号住居土層説明  

1JM 対地二卜 11、1）粒、八s－C粒を含む。淡色抽Iミクニトのブロックを合む0  

2fナウ  ブ，梱る也二卜．Ⅰ叩粒を含む。   

Ⅰ．＝5摘．9n川  

211l  

諺  
図16 B H－5号住居実測図・出土遺物実測図  

ご
 
 

2
0
ト
．
1
〔
l
n
l
〔
＝
J
 
 
 

＼＿，〆一／   

叫  ∞  
＼アー  

八′  

彪  

L＝555．′】0川   

・二・－  555．1（）】11  

Bトト7号住居土層税明   
川j  淡褐色了ト ド1）粒、八s－C菜摘含む。やや砂乱   

川j  酎．虹色仁＋1廿粋、∧s－C粒を食む。抑渡り強しゝ。  

：川7  う一f炊褐色二卜 八s－Ⅰ削  

lトノ、粒、庚イヒ物粒を含む。0  m 川了  褐色卜   
川1 班掲仁ユt lトム胃二1二。  

図17 BH－7号住居実測図i；けj 黄色＿卜  り－ムブ。ツク。  
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図18 B H－7号住居出土遺物実測図  
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BH－1号土鳩土届説明  

（川プ  淡裕也二卜   

＝p了  褐色上   

2八、7  プ、】、も也二巨  

：川▲プ  灰色砂牲巨 ノ＼s一捌鶴   

＝ぃっ  淡裕也二卜．   

5付7  ブ蔓ミ也ニ1二   俣イヒ物粒を含む。  

（；枠7  褐色十   伏化物粒、焼二上粒を合む。   

7屑＋夫胱H．  炭化物粒を含む。  

ーニこ、、．ノ／l  

1り二I」蛸  

♂A筋A  

八′  

2ij・仁堀  

1．＝5‘川．8仇11  

l．＝5′17．6（）】11  

A′  

B＝－3・4号土屑土層説明   
川、7  褐色二L  焼卜粒、炭化物粒を含む。   

2付プ  淡褐色二1二  

l．二＝1‘用．川力1l   

3り・．十．棚  

図21東区土鳩（l～5号）実測図   
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八lトト号住居出土題物硯娯衷（l攻】8、1｝l．．13）  

法畠  

番号  器 形   器高  器形の特徴   外面調整   内面調整   ①色調②焼成③残存④胎土⑤備考⑥出土状態   

口径  

底径  

一一情  節冶付き椀   t二り明裁判。底郡l〔り  lJクl‾り似り。   lJク†二り揖［11。   ①7．51′’鋸1J火仁1②還元③底部のみ（弧椚製（凱．1！  

（灰糾）  裾糸切りの後車廿＝■7i  斑‡Jリ。やや軟飢■。（軌来面   

！）．l               ・÷、 【Io  

ト  坪   ：う．7  J血判は平成凧の丸兢  底部、胴部寸劇吠ヘラ  ヨコ撫で。   ①7．5Yl～（う／（湘②惟化③完形④料製⑥困r！冊仁  

12．りご）  部   

7．2   

材、   l】緑部は如く■【忙l‘工〔，  廿縁郡ヨ＝刷毛で。胴部  （D7，51′lく（i／引こぷい撞②健化（卦11緑部の←・部  

（1り．8）  ヘラ削り。   のみ（む椚型⑥哩め」二内   

Iう‖1りf■輔拙＝二遺物臥暦日k（図用、1）Ⅰ．．1：う）  

法畠  

番号  器 形   器高  器形の特徴   外面調整   内面調整   ①色調②焼成③残存④胎土⑤備考（診出土状態   

口径  

底経  

51  郷   コのご†：口緑。Il々ヾナ†li  ll縁郁ヨコ拙で。川・椚i  ヨコ撫で。   ①2．5＼′（；／：うにぷいf指②酎ヒ③l】紗那に一郎④  

（2り．8）             は外反。   ヘラ撫で。  精製。砂粒を含む（釘昧面   

2′1  坪   3．2  底留‖がドノよ宅。l二磯部  lト緑部ヨコ撫で。胴部  ココ撫で。   ①51′1く7／利こぷい橙②椴化③2／3④椚製。砂粒  

Ⅰ2．（）  を含む⑥J木而   

り．3   

18  坪   こiJi  ノ由狛がI頒㍍ 仁闇潮  口縁榔≡Jコ撫で。胴珊  三にJ撫で。   ①7．51′Ⅰく（i／（i橙②恨化③2／3④梢製。輝れを舎  

12．‘i  む。（釘付面目色か⑥抹面   

8．35   

捕  杯   ：う．0  底喜一附増加献の丸底  l1緑郡ヨコ撫で。川描く  ヨコ撫で。   ①7．51’5／：うにぷい褐②職化③完形④絹製。柳  

11．5  了二fを含む（軌付而に損得か⑥抹面   

8．5   

四  高石≠き椀  こぅ．り  高か郡は如く、外に  高石郡脹り付け。胴削  撫で。   ①2．5＼′7／2灰J■1②酸化③底部1／3④榊批砂粒  

11．5  ヘラ撫で。  を含む⑥州め二卜   

8．5   

一打I  坪（転川硯）  3．0  底部回転糸切り。∩  1Jクl川里軋   ＝ク日成沼－1。ノ鳳紬こ  ①2．51′〟1ゴー‡灰②道元③1／2④白色鉱物粒を  

（須山県）  （12．‘1）  北沢。   含む⑤内面J由佃こ架撞残存か⑥理め斗二   

7．l   

Ⅰう‖一十け住居≠上辺物規整衣（図10）  

法員  

番号  器 形   器高  器形の特徴   外面調整   内面調整   ①色調②焼成③残存④胎土⑤備考⑥出土状態   

口径  

底径  

詰  縁珊は短く折れる。  l㌧ソロ山川11。   ログロ／裁判。   （D51′8／1灰仁1（訂胡元③縁部の一部のみ（む砂粒  

（勿一再ぶ湘）  （17．0）  を含む⑥埋めニ1■．困   

li11－2i州三居出土遺物批容衣（剛1、l）I．．1：i）  

法畠  

番号  器 形   器高  器形の特徴   外面調整  内面調整  ①色調②焼成③残存④胎土⑤備考⑥出土状態  

口径  

底径  

坪   Ⅰl綾部は了竜一撒抑パこ冊  lJクlり戊捌。  ‖ク「り必篭】4。  ¢）7．5Yl〈8／」l浅胡橙②俄化（紗2／3④砂粋を合   

（勿’i：直岩持）  （13．2）  む（砂床面   

（i．り   

川  坪   1．0  l1綾部は直線的にl用  lJク〔り戊三∈11。  l二Jク日仏沼■4。  ①2．5Y7／2I火‡t†②遇元③一部欠欄将）砂粒を含  

（須恵器）  1こう．8  む（軌句外面に班劇⑥抹面   

‘1．′1   

JT  吊■汗刑－き椀  （5．1）  に」縁珊は†l11二組他にl川  ル■招く、胴部ヘラ削り。    ヘラ研き。黒色処理 ①5＼′1（じ／右にぷい橙②酸化③1／3④砂粒な舎  

（15．2）  む⑤l軸砧黒色6   

（7．2）   

ユヾ   



法畠  

器高  器形の特徴   外面調整   内面調整   ①色調②焼成③残存④胎土⑤備考⑥出土状態   

口径  

底径  

2  詑   縁部は丸みを冊び、  lJク‖J必批   ロクロ成州。   ①5Y7／1灰l！】②道元③＝縁の一部のみ④梢製  

（17．′l）           （匁－Ⅲ。（米持）   如く柄＝…する。  （砂   

バごi  小形子汗」灘   高わ珊はハのご川人に  撫で。   ①5YIミ7／G橙②礁化（新府里腔／ニう④粕製⑥   

l川く。   

（！）．0）  

＝  郷   最人径を肩部に持つ  【】綾部ヨコ撫で。胴部  ヨコ撫で。   （D2．5YIく（；／（湘②酸化（卦1／2（砂紆輿。輝石を書  

川＝り             l】線郡はコの：㌢：帆，  む（訂㈲仲道珊   

l二】層は外反し肥Jゾ   

肌  l′ク仁り必り。   Uク＝成州。   ①5Y7川欠lてl（計還元③底部1／2④イr英粒を含  

（須はm）   む（昏   

（11．2）  

→折1  班   l：l縁郡はコの字状。  l」縁郡ヨコ撫で。胴郡  ①51′1く7／‘1にぷい撞（訃閻化（凱」縁郡の－一部（む  

（1（i．ノl）  ヘラ糾り。   精製。榔れを含む⑥昭内一打   

ー・j二．I2  郷   コの字状l1緑。   ll縁部ヨコ撫で。川描く  （D7．5Ylく7／′lにぷい橙（勤硬化（診ll総出の一部  

（2こi．8）  ヘラ削り。   ④耕典㈲憫l人J←・描   

田  郷   ＝川）丁子：状Il縁。   l働部ヨコ撫で。胴珊  （D2．5YIく（い購②酸化③l1縁郡の一郎（む精製  

（22．（i）  ヘラ削‰   ⑥   

田  鉄沖  

こiG  鉄湘  釘巨の一部か  

lill一二iり†＝兢畑土卜遺物観察衷（l到12、1）l．．1ニi）  

法泉  

番号  器 形   器高  器形の特徴   外面調整   内面調整   ①色調②焼成③残存④胎土⑤備考⑥出土状態   

口径  

底径  

材、   二i．7  底部回転糸切り。【二l  しJクl」成刑。   lJク叫克則。   （p5Y8／2灰lll（訃避元（訓／5（訓沙粒を含む（9外  

（須揖端）  12．7  面晶鮎鵠I勺外面に鮎阻）（軌珠面   

6．5   

一桁l  坪   ‘l．1  ノ由一制珂転糸切り。腑  lJク亡り克則。   t∫ク仁＝似り。   ①7．5Y7／ll火ドl（臥揖元（診2／3（む精製⑤lパ外面  

（須旭m）  12．‘l  にタール状の炭化物⑥椙部一桁   

（i．∫l   

坪   3．り  l】緑部榔帖緑的に粧  l】緑部≡にり無で、指好i  ヨコ撫で。   （∋5YIく7／6橙（勤健化（卦完形④精製。砂粒を含  

12∴i5  J二章二痕。川凋く、底削ヘラ  む（参底部に㌔．畑1ミ（軌抹面   

（；．2（i   ljりり。  

1二iO  坪   3∴う  廿四郎は僅かに外反  ‖ク亡り射り。   lJク仁り武州。   ①2．5Y8／2J火l‘l（軌揖元③l／‘1（狙椚鋤（91人け拍」i  

（須山肌）  （13．（））  にプ．捏別（砂   

（6．0）   

四  高省¶◆き川t  ：う．2  底郡より†∈－1：線的にl川  ロクロ成型。   rJクロ伐期。   ①2．5Y8／2J火仁l②椴化（卦：うハ④砂粒を含む⑤  

13．7  砥部内面に州耕⑥昧面   

5．（i   

151  1†▲抒刑■き椀   il－Ji子洒iは大きく、外  t∫ク‖成ノI11。   丁∫クlり必り。   ①5Y8／1灰白②道元③底部④精製（9底部川辺  

（ノ火糾）  側は大きく根＝けり  れ●欠（む床面   

H．（）  

22  鯉   コのニナ：：困1縁。IJ閂  口縁部ヨコ撫で。胴i■侶  ヨコ撫で。   （∋5Ylく5／：うにぷい赤槻②惚化（彰一」縁部の－・邦  

（10．ユ）             鞘郡は外傾。   ヘラ糾り。  （む椚製⑥   

6  小刑否付班   コの字状l】縁。日柄  廿綾部ヨコ捌で。川・用；  l磯部ヨコ裾で。理  （D5YIく7／1にぷい橙（9酸化③l■】緑郡のみ④桝  

（12．ごi）             裾榊は如く、外帆J  へラi【jりり。   即にハケtl。   製（91′1（iとl和イ川休か⑥   

2リ   



法畠  

番号  器 形   器高  器形の特徴   外面調整   内面調整   ①色調②焼成③残存④胎土⑤備考⑥出土状態   

口径  

底径  

‖6  小型台¶■班  ヘラi■iりり。  （D5YR7ハにぷい橙（訃健化（凱底部のみ（弧椚製  

⑤6と同一▲侶‖本か⑥   

88  鮭   コの字状l1緑。l二】屑  口縁榊ヨニり無で。神川lく  撫で。   （D2．5Ylく5／（iりj赤褐（診憶化③l】緑部1／5④料  

（‖）．8）             部外傾。   ヘラ削り。  製⑥   

ト川  郷   コの字状l】緑。   ll緑郡ヨコ撫で。胴部  （D5Ylく7／6†指（勤健化（凱廿縁鄭2／5④梢型。砂粒  

（21．6）  ヘラ削県   を含む（◎   

101  鯉   底部は小さく、川・描く  ①5Yli7／6橙②恨化③底部のみ④椚製⑤外面  

直線的に立ち上がる   にタール状の付端物⑥   

3．8  

157  粘土塊  焼けた朴二卜塊。  （D7．5Ylくボル浅才キ椅（卦限化（卦完形④椚型（¢   

1う区大浦川ニl二遺物観察衷（図1こi）  

法虚  

番号  器 形   器高  器形の特徴   外面調整   内面調整   ①色調②焼成③残存④胎土⑤備考⑥出土状態   

口径  

底径  

一打1  坪  （ニi．5）  ①2．5Y6／1弗灰②還元③1／5④別製（む理めニL   

（須山県）   （12．‘l）  ヘラi【川り。   

（7．（；）   

一桁2  高台付き椀  l＝ノクl二∫成則。   ロクロJ必tli。   ①2．5Y7／こ戦典②還元③底部のみ④砂粒を合  

（力‘i二■甘拙）   む（訃冊面の荒れ軌署（訃埋め二l二   

（7．～））  

一折3  班   コの字状I二1縁。   撫で。   撫で。   ①5YI（6／（潤（訃恨化③口縁部の一部のみ④桝  

（1トl）  製（計理め二】二   

lう1ト・5号住居周辺（1・｝ヨ■据立柱建物）川∴卜遣物槻弊衣（図‖）  

法崖  

番号  器 形   器高  器形の特微  外面調整   内面調整   ①色調②焼成③残存④脂土⑤備考⑥出土状態   

口径  

底径  

‘iI  坪   ：う．8  J瓜‘  刑‖11転糸切り。  rJクlり裁判。   lてJタロ成型。   ①5Y7／1灰l‘l（診還元③1／：う④精製。砂枇を含む  

（須恵器）  （12．0）  

（5．8）   

‘18  高子刑’き椀   底  iはl坤転糸切りの  r∫ク1り裁判。   りクロ成刑。   ①2．5Y7／3浅鍋②ぷ元③底部のみ（軌′他鉱物  

（須揖湘）  後イ1＝ナ高子手。高子㌻郎  粒を含む⑥   

6．l                 は丸みを帯びる。  

15  坪   ‘1．〔）  砥部は平底。lト緑湘   【】線郡ヨコ撫で。胴部、  撫で。   ①5Ylくう／6リ」亦褐②恨化③1／2④耕製。砂粒を  

（】2．8）  含む（む   

（5．‘1）   リ。  

158  鯉   コの字状口緑。  l＝1縁榊ヨコ撫で。胴冊  （D10YI〈7／′lにぷいゴー‡†指（∋閻化（診‖縁珊の－  

（川．8）  ヘラil川り。   部④精製⑥   

15‘l  郷  コの字状l1縁。  川棚くヘラ巨【jljり。   へラ撫で。   ①7．5YI17／6橙②椴化③胴部の一部のみ④机  

製⑥   

．‘J〃   



mI－い引二津川l二l二鋳州税弊衣（l到15、1）Ⅰ．．15・1（；）  

法皇  

番号  器 形   器高  器形の特徴   外面調整   内面調髄   ①色調②焼成③残存④胎土⑤備考⑥出土状態   

口径  

底径  

三針部分の鋳型で⊥卜を欠椚↓ている。全体の現存ぷ≠郎ン、肛研l支人偏仇1・ジン、桝砧‖．′1ジン、申飢珊㈲（）．！）；ン、脇鋸部幅1∴うジンである。鋸  
郡には金剛オの隼‖形せ懐動几ているが鋭さを欠く。また、金剛牙の■卜には逆別の表現も盲訪抽られる。鋸篭りの以道の断面形烏灘依鼎明で  
じりLく、針部では鋭く凌をもつ。鋳椚全作の断面形は偏平で柵‘†li分で怖かに丸みを冊びる。  

ニj2           色調は赤褐色で、粕川＝は棋色、衣両のテ易赴■肛分はl拙文色に変色している。肋土は砂粒をやや多く含む。5け肛廿昧面据覇で＝＝二してい  

る。  

視元火測してある小破片は一桁＝二卜のものである。   

2・7  三釦部分粧（lけ、■卜部は局川lほ残す。   

139・1こi7  三鈷部分の鋸t■け、2・7と同一佃休と考えた。金剛牙、遡≠に衷規が認められる。   

鈴射扮の餌刑である。．用は桐■沌班す。舶J恨17．5妄ン、鋸〟描人柘軋7与ン、組州から復元できる鈴射）ブ正大長8・1妄ン、川部・（）貰ンであ  
3・ニラ1     る。榊の部分の最人帖＝封．6妄ンである。鈴射）．＝邪には蓮井形を衣祝する。釘柑県令休≠川桁址形は半球状である。   

鈴功下部の鈷叩であろう。々酬1の衣現が領収られる。鈷勅こJ；ける屑Hはl．畔ンである。また、鋳刑衣面の緑部に怖かな腰）を作る0こ  
2！）・：i（）     れは、同じ鈴身の銚≠と考えられるふ＝こもテ治められ、鋳型の合土用l】の記しと止しわれる。   

田  鈴身」二部の鋳叩か。屑吊の切り．卜がりの切り込みや蓮井の一部の表現が残る。また、求血縁剖混は付かな段をもつ。   

ト川  鈴身の鋳型と考えられるが、2f）・ニiOとは別佃休である。   

l・2  

2日・：i：i   

皿  鈴身の録型と考えられるが層川の衷現ガ叩かに認められる（，一冊被勲の鵜肋二l∴がダ己泡している。   

tl、■彩†’衣（ll  1汁1－㌃片住居≠ニーl遺物硯弊衣（l封16、1）l．．ト1）   

法愚  

番号  器 形   器高  器形の特徴   外面調整   内面調整   ①色調②焼成③残存④胎土⑤備考⑥出土状態   

口径  

底径  

坪   ：う．8  兢桝はヤ底。［腐珊  l磯部ヨコ撫で√，川・刷  撫で。   ①7．51′Ⅰく7／ノlにぷい橙②限化③2／二i④椚製⑥  

lニi．（；5  抹面   

6．2   兢珊ヘラi■川り。  

一描l  鉄拙  錯か  

一情2  鉄器  鎌か  

lう‖一7り住居出土遺物柳腰衣（l瑚17・181）Iノトl）   

法皇  

番号  器 形   器高  器形の特徴   外面調整   内面調生   ①色調②焼成③残存④胎土⑤備考⑥出土状態   

口径  

底径  
S！）  ■1■け刑◆き椀  5．8  兢郡回転兼勃りの後  lJクーり裁判。川棚帰朝  ロク叫鋸軋 川・紺＝、  ①2．7Y8／‘1淡裁②酸化③完形④糟製⑤内外両  

（須恵邪）  lニ与．∫l  〕l今に掛押付県   に㌔．l．を斑（釘抹両   

6．1   

四  i‡■汁汁j■き椀  ①5Y7／2灰自②還元③完形④精製⑥抹而   

（須旭脚）   

6．じ   

田  il一托汗J一き椀  ∫l．（；  砥部付け高子†。川刑；  l二磯部ヨコ撫で。胴郡  ヘラ研き。   ①10Ylそ7／2にぷい朗椅②酸化③2／：う④粁闇。  

10．（i  ヘラ撫で。  砂粒を含む⑥沫両   

（5．（；）   

：柑  坪   5．25  底部回転糸切りか。  rJク叫必批   ‖クロ成旦t11。   ①1爪′1く7／‘lにぷい弗撞②還元③1／2④小l【】轢  

（須二心器）  （13」う）  を含む⑥   

川．′l）   

川H  ーl▲汁㌻イり◆き椀  5．5  兢欄帥1賑糸切りの後  lJクロJ皮呈t【4。   rJク「り裁判。   ①10Ylく（；／ニうにぷい胡橙②恨化③l／2④榊批  

（力■i二し！用持）  （1ニトi）  砂粒を含む（91ノ1外面にノ．捏射（む   

（う．▲l   

8  il一け刑■き恍  ロクt㌻り必軋   ①5YIそ7ルにぷい橙②酸化③1／2④机製⑥   

（須：・正邪）   

（；．（）   

．‘7／   



法量  

番号  器 形   器高  器形の特徴   外面調整   内面調整   ①色調②焼成③残存④胎土⑤備考⑥出土状態   

口径  

底径  

15‘i  高台付き椀  6．2  底部Ii】l賑糸りノりの後  ロク「川掛軋   ロタロ成型。   ①10YIミ7／3にぷい班樽②椴化③2／3④料製⑤  

（須恵拙）  （ト1．≦））  外的け」．捏鋸⑥   

6．5   

55  高台付き椀   底部回船凍切りの後  ロクロ成型。   ロク「り裁判。   ①2．5Yli7／4浅ポー②還元③底部のみ④精製⑤  

（須恵据）  付け高台。  内面に㌔ユ瀾‡⑥   

7．0  

6  高台付き椀   底部回船糸切りの後  ロク「り裁判。   ログロ成刑。   ①10Ylそ7／3にぷい弗樟②樅化③底部1／3④紺  

（須恵据）  付け高台。  製⑥   

（6．G）  

162  小形台村饗   し」緑部は短く外傾。  l二】緑部ヨコ撫で。胴部  ヨコ撫で。   ①2．5Yl‡5／∠1にぷい赤褐（多選元（別田部1／2④  

（12．1）             口僻号一郎は肥厚する。  桝製（妙   

胴部は球形。   

166  郷   コの字状口縁か。l】  口縁部ヨコ撫で。  ①5YIそ7／4にぷい橙②恨化③口縁椰のみ1／3  

（10．8）   僻郡は知く外傾する   ④糊批砂粒を含む。⑥   

13日  班   11緑部はくの字に翫  

（20．5）   く外傾。   半部はヘラ撫で状の削  

り。卜判ま一部に研き   

63  埜   コの字：伏l‾】緑か。l二l  11縁部ヨコ撫で。胴珊  ll糸鋸■吊ヨコ撫で。胴  ①10Ylぴ／3にぷい黄樽②酸化③口縁部1／2④  

（‖）．2）             屠部は如く外傾し、  精製。砂粒を含む（昏   

端冊；をつまみ【1∴げる   

1り5  班   口織部短く、緩やか  廿縁郡ヨコ撫で。胴部  口繚部ヨコ撫で。胴  ①2．5Y8／3淡班②酸化③口縁部の－・椰④精  

（20．0）             に外反。   撫で：」火のヘラ削り。  邦ヘラ撫で。   製。砂粒を含む⑥梢内   

碧享   1二】緑部短く、綬やか  【二！縁郡ヨコ撫で。胴部  口縁郡ヨコ撫で。胴  ①2．5Ylく5／6りj赤褐②椴化③底部を欠損④椚  

17．（う             に外反（）   撫で状のヘラi【jりり。  部ヘラ拙で。   製〔，砂粒を含む（訂境内   

56  雉   コの字状l】緑か。  口緑部ヨコ撫で。川咽i  

（17．85）  撫で状のヘラi’川り。   鉱物粒を含む⑥昭内   

～1」う  

20  璧   【丁】緑部は如く外傾。  ll縁榊ヨコ撫で。胴部  l」緑部ヨコ撫で。胴  ①7．5Ylく7／∠lにぷい橙②慨化③n縁珊の－・部  

（17．4）  撫で状のヘラ削り。  部撫で。   ④料批砂粒を含む⑥   

50  鯉   コの字状口縁。lト唇  l腐摘lくヨコ撫で。胴珊  日録珊ココ撫で。  ①5Yli7／4にぷい位②限化③口縁部の一部④  

（19．6）             部は肥厚し、短く外  料製。砂粒を含む⑥   

傾。   

‖  班   底部は小さく、胴部  ①10YI〈6ルにぷい費橙（参観化③底部のみ（む  

はやや内湾して立ち  精製。砂粒を含む⑥   

3．9    上がる。   

一括1  鉄渾  ⑥理劇二1二一桁   

1うIl－6号住酢二Il二l二道物観察表（図19、1）Iノ．‖）  

法量  

番号  器 形   器高  外面調整   内面調整   ①色調②焼成③残存④胎土⑤備考⑥出土状態   

口径  

底径   

一括1  坪   4．0  底部は判＆ll緑部  口縁郎ヨコ撫で。胴榔  l二1縁郡ヨコ撫で。  ①5Ylく6／（；朽②俄化③2／5④桝製。砂粒を含む  

（1LO）  ⑥哩めニ11一桁   

（こう．8）   

9：i  高台付き椀   5．′1  体刑は浅く、胴部は  l】線椰ヨコ撫で。胴珊  ヘラ桝き。   ①10Yli7／3にぷい朗橙②徴化③1／2④別製。  

（‖．0）  榔才－ほ含む（診   

6．6   

一統2  坪  ll縁郡ヨコ撫で。胴部  

ヘラ撫で。   製（訃胆轡⑥   

、■7ご   



1汁Ⅰ（i号住J㍉＝11土迫物観察表（l刻1（）、l）Tノ∴）・＝）  

法皇  

番号  器 形    器高  器形の特徴   外面調整   内面調整   ①色調②焼成③残存④胎土⑤備考⑥出土状態   

口径  

底径  

一桁二i  高台≠■き椀  】．′l  苗台珊は鵬く端部は  t丁クlり衣≠∈リ。   ロク＝成型。   （D5Ylミ7／G手指（D酸化③lハ（狙椚製（参内面にJ、l．～  

（須旭拙）  （lニう．！））  斑⑥   

（（i．i））   

田  ーl－fけ㌻付き椀  5．▲15  口緑郡は接やかに内  口縁郡ヨコ撫で。胴郡  M色研照。ヘラ研き。  （DlOYlく7／‘iにぷい弗橙（診酸化③完形④榊製  

1右8  ヘラ撫で。  ⑤」パ外面にタール状の炭化物⑥   

7．2   

‘トl  坪  【二】緑部内面にl婁を梢  ノ．tも色研磨。ヘラ研き。  ①2．5Y8／：う淡J■†②健化③l1絃部の－・部④精製  

つ。   （9外面に紺朝⑥   

37  iも’J冶付き椀  ロクl‥J戌判。   ①7．51′Ⅰく7／（湘（多恨化（卦l／2④絹製。砂粧虻合  

（須恵器）   む⑤2次焼成か⑥   

5．55   

70  れf汗j■き椀   休部はやや深く、肝】  l慄如邪ヨコ撫で。胴部  川欄鼎ちで。   （DlOYlく7／：3にぷい典橙（軌憤化③l／2  

（16．・1）             珊はl人】消する。   撫で。  砂粒を含む⑥   

115  坪  ‖ク亡り必iリ。   【Jクlり成型。   （》2．5Y即刊淡弗②健化③11緑部の一部④椚製  

（須止・こ崇罠）  
（参外丁仙こ≠・騨‡（参   

・括‘】  長期ポ  肩部がリjミる。   lJク「り損軋   しJクlり裁判。   ①5Y7／1灰ド】②還元③吊郡の一部④椚製⑤后  

（灰糾）  
部外面にオリーブ也の紬（釘埋め二1二一打   

12  詩一汗汗ほ椀   底部l‖他藩切りの後  lJタロ成プ軋   †Jクlり必i11。   ①10YIく7／利こぷい橙②酸化③底部1／2④別製  

（須剋据）  付桝鮎㌔  ⑥   

（G．1；）  

小形子州■建   脚子†部はハの字状に  ココ撫で。   ①5Ylミ5／引こぷい赤褐②恨化③脚台部1／2④  

閃く。   精製（◎   

（！レl）  

3こi  郷   コの：■㌢：：伏口練。lト鱒  l】緑部ヨコ撫で。胴珊  l】緑郡ヨコ撫で。胴  ①7．5YIく7ハにぷい橙②酸化③日録部の－－－・・■部  

（20．7）             部は肥Jゾし、外反。  ヘラ撫で状のヘラ削リ  郡ヘラ撫で。   ④精製【）砂粒を含む⑥   

鄭   l■’】緑部は銀やかに外  l雁紺1iヨコ撫で‖胴邦  ＝縁削ヨコ撫で。  ①5Ylそ7／引こぷい橙②隙化③I】緑郡の一部④  

（22．5）             反。r】々引人】1仙こ稜を  机製。輝イ使命む⑥   

持つ。   

郷   l1緑郡は如く、外傾  l】級郡ヨコ撫で（，胴部  

（2（ト1）  ヘラFr川り。   ④絹製。砂粒を含む⑥   

CIⅠ－1号住居用正道物観察表（図20）  

法患  

番号  器 形   器高  器形の特徴   外面調整   内面調整   ①色調②焼成③残存④胎土⑤備考⑥出土状態   

口径  

底径  

板野輔  【丁卜唇郡を如くつまみ  lJク＝成型。   ①川Y机J火②還元③口縁珊l／3④精製⑥昧面   

（ゎーiフ止よ㍍㍑）  （5．（i）   l：げ。l二胸部外巾1に  

カエリを持つ。   

．ブ．？   
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B」－1号住居土層誠明   

＝pj  淡褐色二卜lトムブロック、り一人粒を食む。   

2屑 【り1褐色，仁 一ノ－ム枇、ロームゾ‖ツタ合む。秋くしまりあり。   

二川1 褐色土  り－ム粕を多く合む。  
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図22 B」－1号住居実測図・出土遺物拓影図  
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B」－1・2号土鳩土層睨明   

＝いj  畔千褐色ニヒ 炭化物粒を含む。轢くしまりあり。   

2仲プ  捏ま色二ト   

ニ＝い7  日墨3也了ヒ  Ⅰ！J－1・i子二」り購  

】り－2号二l二瑚  

0  1日  

図24 西区縄文期土塀実測図   
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石器一覧表  

辿  物  削  郁  石  質  詭 藷（g）   

使 用 痕 有 る 剥 片    頁  図－23 1   IiJ1Ⅰ－Ⅰ－10  10．2   

BJ－1Ⅰ・Ⅰ－11   剥  片    貢  岩  73．0   

3   Ⅰり－1T－Ⅰ－1   剥  片    頁  岩  38．0   

Ⅰり一1】・Ⅰ－16   削  頁  
∠1  ‘13．8   

5   lうJ－1丁－Ⅰ－2   削  瑠    頁  岩  253．1   

6   BJ－1Ⅰ－Ⅰ15   す  り  石    安  山  254．3   

7   BJ－1Ⅰ－1－7   才三f  j仙    安  l．1＿1  （1，036．9）   

【葵1－311   Bl11－5－210   ff  鎖    安  山  （1．2）   

2   Bll－▲1－282  錐   チ   ャ  ト  （0．7）   

3   西区－一括  錐   頁  岩  （26．7）   

13Ill－3一一括   掻  難   庁  安  1．1．1  ‘1  12．2   

Ⅰう111一′1－一桁   棟  耳  
5  （右7）   

6   Ⅰい11－‘1－一括   石  チ    ャ  ト  7．6   

7   Bll－5－367   リ  碧≡  汗  頁  （5．4）   

8   lう0－6一‘138   ビ ュ ス エ ス キ ー ユ    黒  曜  石  （2．8）   

9   ⅠうIl－′1－273   ピ エ ス エ ス キ ー ユ    チ  ャ  ト  13．」   

10   1itl－5372   ビ ュ ス エ ス キ ー ユ    果を  曜  石  8．9   

Ⅰう11－3一一括   ビ ュ ス エ ス キ ー ユ    チ   1′  ト  （5．7）   

12   Bo－5一一括   ピ エ ス エ ス キ ー ユ    累  曜  石  6．9   

BIl－Jl－449   ビ ュ ス エ ス キ ー ユ    貢  4．4   

1311－5－362   ビ ュ ス エ ス キ ー ユ    累  曜  （4．7）   

15   Bo4－一括   削  器    貢  20．5   

16   削  貢  1io6－433  71．3   
貰  Bo－5－一括   37．6   

18   Bll－3一一括   片 面 加 工 削 君    安  山  宥  147．8   

19   Ⅰう0－3－一括  器   貫  岩  11．9   

器   頁  図－32 1   B113－一括  50．8   

2   B111－‘1一一括   削  頁  22．8   

3   Ⅰ∋11－548′l  貢  （21．2）   

Bo－5－420  頁  （11．1）   

5   Ⅰう111－‘1－187  器   頁  12．1   

6   1う0－′1－411  器   頁  （17．8）   

7   ⅠミIl－′1－∠170  
頁  （50．5）   

8   Iio－‘l一周辺  頁  38．0   
Ⅰう11－3－一括  頁  （13．2）   

10   A11－25一一括   削  頁  25．8   

BIl－3－394   三 角 釧乙＋形；石     頁  岩  159．1   

Bo－5一周辺   三 角 錐 形 石 器    貢  岩  （48．9）   

13   Ag－20一括   削  諾     頁  岩  鋸．3   

1∠l   B11－′1－107   片 面 加 二l二 削     頁  岩  49．6   

15   Ag－18－一括  斧   安  l1．J  岩  320．0   

16   lう0－5一一括   石  斧    安  山  岩  477．5   

17   lうIl5－一括   ノニト 而 加 工 石 岩     安  山  39．6   

18   Bo－4－116   片 面 加 コニ 石 器     頁  岩  82．9   

19   Ⅰミ111－‘卜一186   礫  岩     貢  岩  18‘1．9   

20   1う11－5－373  斧   頁  岩  （370．5）   

BIll一‘l333  製   石   斧   蛇  紋  岩  （2‘1．7）   

22   1封11一′1－一括  斧   頁  岩  60．2   

l窒ト′10 1   BIl－20一一括   石  鉄    頁  岩  （1．7）   

Ⅰうnl一小一一括  鉱   チ    ャ  ト  2．8   

3   Ⅰう111－4－一桁  鉄   チ    ャ  ト  1．5   

∠1   1う11－19－一括  鉄   黒  l耶  石  2．8   

5   Bo－18－166  斧   蛇  紋  （12．9）   

6   1ミIll－19一周辺   7ニナ  榔    チ    ャ  7．7   

東区－－▲括   削  附    貢  （129．5）   
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遺  物  郡  和  石  質  歪 ま詫（g）   

8   Bll－20   削  縛    貢  3．8   

9   B11－19一括   削  同  頁  12．3   

10   Bo－19－178   三 角 錐 形 石 岩語    チ   ャ  ト  116．9   

Ⅰう0－21周辺   礫  刃  頁  361．5   

12   テストトレNo．6   三 角 錐 形 石f 岩持 ？    貫  （311．2）   

13   Blll－18  据   安  山  13．5   

AIl19 一括  同  頁  磐  5′1．1   

15   BIl－17  媚   安  山  16．7   

B11117236  器   貫  （12．0）   

17   B】119－121   削  鮨    安  山  （150．1）   

18   1う0－20－284   削  岩詳   同 曲  頁  岩  16．1   

19   Bg－18一周辺   削  鮨    耳  30．0   

20   Bo－17－58  †  同  貫  68．9   
21   1∋l）－21－332  著  同  貫  134．3   

22   Ⅰ∋Ⅰ－Ⅰ－5－49  鮨   頁  （48．2）   

23   B11－19－131   使 用 痕 有 る 剥 片    頁  18．6   

煙ト∠ill   B11－19－127  鮨   頁  83．6   

2   Bo－17   石  斧    フ カ・ル ン フ ェ ル ス  （140．0）   

3   Blll－18一一括  媚   封  66．4   

1う1）－21－326  盤  状  石i 器   賢  （40．5）   

5   Bo－20   削  貫  35．5   

6   B11－19－160   削  岩諸    フ カ・ル ン フ ェ ル ス  87．5   

7   BI・丁－5一一括   石  斧    貫  （33．7）   

Ro 200 石  斧    封  30．0   

9   1うIl－18－373   削  岩諸    出  （15．8）   

10   Ⅰ∋11－19－112  耐 力‖ 二Ⅰ二 石 鶉    頁  220．0   

B11－19一括  斧   頁  119．7   

12   Ⅰう1119－370   削  諸手    貢  93．4   

13   1う11－19－368   片 面 力‖ 二［ 石   同  頁  岩  227．0   

Bl■一19周辺  署    貫  232．2   

15   Bll－19－123  漸 加 二Il 石 黙   耳  273．9   

怪】－‘12 1   BI－Ⅰ5－一桁  斧   安  山  619．6   

2   Blll－17－379   Ⅰ－ 面 加 ニー二 右 折   フ ォ ル ン フ ェ ル ス  183．7   

3   Bo－20   石  斧    頁  529．3   

Bo19－198   石  斧    フ ォ ル ン フ ェ ル ス  108．5   

5   Bl■－19一周辺   石  斧    安  lLl  岩  （206．7）   

6   Bll33  石   安  山  岩  648．1   

7   Bo－19－294  石   安  l．い  540．8   

8   西区一括   凹  石    安  山  349．5   

9   西区一一括   磨  石    安  l．Lt  928．5   

10   BIl∠1－244   極   す   り   石    安  山  110．9   

1う0－20－289  麿  石   安  山  428．6   

Blllll－17   侵   す   り   石    安  山  （338．d）   

13   B】1－′1－473   伍   す   り   石    安  山  323．4   

Bll－3－382   自  然  石    結  晶   片  154．0   
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西区  

l窒1  22   l窒1  25   図   26   図   27   一変1  2日   【ヌⅠ  2（）   上￥】 ：川   
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l御殿遺跡遠景（東より）  

3 東区基本土層   
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御殿遺跡全景（東より）  

2 西区調査：状況   



l 大瀧の調査  

▼†l   

2 大瀧全景  
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BH－1号住居全景  4 BH－2号住居全景  

5 BH－2号住居魔部分土層堆積状況  

ロト卜2号住居海部分詳細   3 BH【l号住居遺物の出土状況  
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4 AH－I号住居全景  ， BH－3号住居全景  
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5 AH－1号住居雨郎遺物出土状況   BH－3号住居寵部分詳細   

3 BH－4号住居全景  
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B」－1号住居全景（東より）  

3 B」－1号住居地床炉   

2 B」一l号住居遺物出土状況  
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l西区包含層遺物出土状況（南東より）  

3 包含層下郎で検出されたB」－2号土鳩  2 西区包含層遺物出土状況  
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5 B」－1号土鳩土層堆積状況  4 包含層下郎で倹出されたB」【l号土：噸  
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l BH－5号住居全景   

2 「銃」鋳型出土状況   
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4 BH－6号住居遺物出土状況  BH－5号住居土層堆積状況  

BH－6号住居全景（北より）  2 BH－5号住居土層堆積状況  
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6 CH－－1号住居土層堆積状況   3 CH－1号住居全景  
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東区包含層出土土器（早期緒条体圧病文・条痕文）   
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西区包含層出土石器（石鈷・石匙・石i任・ピエス・エスキーユ・削岩詩仙）  



PL．45  

1iIl－4－107  

l与Il－4－186  

l‡】l－4－333   lio－4－116  

∵
・
 
・
・
 
 

西区包含層出土石器（片面加工石着岸・礫器・磨製石斧他）  
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西区包含層出土石器（磨石・凹石）   
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東区包含層出土石器（削器）  
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東区包含層出土石着岸（磨石・極すり石）  
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